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グリル付ガステーブル 

取扱説明書 



家庭用 


保証書別添 


よく読んで 
ま全に正しく 
お使いください。 


品 名 

型式の呼び 

ハオ S6 已〇 VGAS に M)-L 

RTS-S 巨已 OVGAS-L 
RTS-S 巨已 OVGAS(G)-L 

RTE-S 巨已 VGAS(CS)L 
ハオ S6 己 OVGASE に M)-L 

RTS-S 巨已 OVGAS-L 

ハオ S6 已〇 VGAS に M)-R 

RTS-S 巨已 OVGAS-R 
RTS-S 巨已 OVGAS(G)-R 

RTE-S 巨已 VGAS(CS)R 
J\t S 巨己 OVGASE(CM)-R 

RTS-S6 已 OVGAS-R 


論 



〇 をロセンサー搭載 

セン ヴー コン □ 


ご愛用の皆様へ 

このたびは U ンナイグ U ル付ガステーブルをお買い上げいただ 
さまして、ありびとラございます。 

参ご使用の前にこの取扱説明書を最初から最後までよ<お読み 
いただき安全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書と別添の r 保証書」の内容をよ < ご確認のラえ、 
大切に保管してください。 

参幼いお子様にはさわらせないでください。 

参この製品は家庭用です。業務用のよラな使いかたをされます 
と著しく寿命び縮まります。 

参この製品は国内専用です。海外では使用でさません。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、または 
ちよりの当社事業所にて再購入してください。 
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廃棄時のお願い 


アフターサービス 


仕様 








標準 バーナー 用 
乂力調節つまみ 


操作部 


(クリアコート加工してあります。） 


標準 バーナー， 
' グ U ル用 
点火□ックつまみ 

標準 バーナー 用 
操作ボタン 


\ 

8願い 


グ U ル焼網 


グ U ル皿受け 


グ u ル用 
点火確認ランプ 


グ I 」ル用操作ボタン 


標準 バーナー 用 
コン□点火確認ランプ 


トッププレートのガラスが着色されているため、機器に光などが当たりまずと内部び赤く見えることび 
ありまずび異常ではありません。 


I 下乂カバー I 下火カバー（ち）（左）は図の通り、 
正しくセツトしてください。 



下火カバー 




下火カバー 


恩 力 与 



下义カバーの巧 （2 個所）をグ1」ルの側面に 
あるピンに通し、さげてください。 




I 魚とつて I 
魚の取り出しや、 
盛り付けに便利で 

ず。摩！ 



下火 カバー (ち） 


内の数字はページをおしています。 


ク LU レ皿 (水を入れないで使用ください。 ) 


クリルとびら取っ手 


ク U ルとびら 


強 X カバーナー用 
点乂□ックつまみ 


うン単1形アルカ I 」 
乾電池(付属品: 
に個） 

向きを間違えないよラ\ 

I 正しくセットしてくださし、 cJ A 

強火カノ くーナー用 夕 
操作ボタン / 





図のように正しくセットしてください。 

図は丄タイプ（強义カバーナーび左側の夕 
イプ）でず。 

- R タイプは強义 カバーナーと 標準 パーナー 
び左ち逆になりまず。 

強火カノ くーナー用 
ノ（ーナーキ ヤップ (「叶| の刻耶 
(向きを間違えないよラ正しく \ 

セットしてください。） \ 


L 標準•強火カバーナー」 


■裏 m 


温度センサー\ J K ーナーキヤップ 


装置ラグ 
炎 □ バーナーキャップ下部 


温度センサー 
ノ くーナー本体 

(強火カバーナー用） 

バーナー リング_ 

/衝撃を与えたり、かたいもの、 
、でこす5ないで < ださい。 I 

強火カノ くーナー用 
火力調節つまみ 

トッププレート枠 

/ネジ固定しておりますので'! 
^取0はずさないで<ださい。^ 

操作部 

\ 

□□名為置 

強火力 y (—ナー用 
コン□点火確認ランプ 

cz> 電池交換サイン 

f 乾電池の寿命を'! ' 

k お巧5せします cj 

電池ケース 


ごと< 

(左ち共通でず。） 


ホース エンド\ 
(キャップ对まずして使用してください） 

グ U ル排気ロカバー 

ごと < (左ち共通でず。） 

/ 標準 バーナー 用 

ノ/ バーナーキャップ 

/~ (向きを間違えなし、よう正しく 

n / セットして < ださい。） 

/ グ U ル排気口 

/ / (調理中に排気び出る所です。） 

/ 温度センサー 


トッププレート访ラス面） 

/衝撃を与えたり、かたいもの\ 
\でこすらないで<ださい 。 ] 


ノ ーナー本体 

(標準バーナー用） 

バーナー リング 

f 衝撃を与えたり、かたいちの、 
I でこすらないで<ださい 。 ] 


付属品 











操作部の説明 


揚げもの設定ミ品度表示ランプ 

揚げものモード （ 1 40' 1 60' 180.200で）設 
定時に設定された温度を点灯で表示します。_ 

气ン□調理タイマーモード表示ランブ] 

コン□調理タイマーモード設定時 
に点口します。_ 1 

センサー解除スイッチ 

強火カバーナーのセンサー解除 
モー設定時に使用します。 

f 

センサ-解除モ-ド表示ランプ] - 

強火カバーナーのセンヴー解 
除モード設定時に点打します。 L 


揚げちのスイッチ 

揚げものモード （ 140.160 '180- 
200で）設定時に使用します。 

■揚げちの温度調節機能旧 

天ぷら.フライなどの揚げちのを 
調理する時に油の温度を一定にイ呆 
つことびでをます。スイッチを押す 
ことにより14 0° C 、 1己〇で、180 
° C 、 200での4段階の温度を設定 
することびでをます。また、各温度 
,設定 +10° C の温度設定ちでをます。 


ホタ飯モード表示ランプ 

炊飯モード（ごはんモード'おか 
ゆモード)設定時に点なします。 


上义スイッチ 

グ U ルの上火の火力を選 
択でさます。（強•弱） 


义力表示ランプ 

グ1」ル使用時に点なし、 
上火、下火の火力を表示 
します。 


下乂スイッチ 

グ U ルの下火の火力を選 
択でさます。（強-弱） 


グリル調理タイト表示ランプ 

グ U ル調理タイマー使用 
時に点灯します。 


b ヴリル巧焼き加減 I 


> t 州-一9^7—を6 

辭條扇械鳴 
3秒巧し が 


om 


200®^ I 
i 60 ®^aP 

140@1揚げちの 


0》ィ7_ 
] ン □/ ブリル 


‘強め切身 

標華' 


す-卜にユ- 


〇 AA 


湯ねかしモード表示ランプ 

湯わかしモード設定時に点なし 
ます。 


表示部 


旧西 


タイマ~•湯ねかしスイッチ 255で. 

コンロ調理タイマーモード•湯ねかしモー表示び. 
-ド設定時に使用します。_ I _ 

■コン□調理タイマー 

自動消义機能 巧） 

時間を設定すると、自動消火する機能で 
す。消火したら、操作ボタンを必ずちどし 
て < ださい。 

■湯わかし自動消火機能 

沸とう後、自動的に弱火になり、設定時間 
後に自動消火する機能です。消火した 
ら、操作ボタンを必ずもどしてください 。 J 

_ I 炊飯スイッチ _ 

炊飯モード設定時に使用します。 

■巧飯機能的 

炊飯時に使用するモードです。別売の炊飯専用蓋•炊飯 
なべをお使いいただくと、上手に炊飯できます。スイッ 
チを押すことによ0 (ごはん、おかゆ）の2つのモードに 
設定でをます。炊飯時は必ず火力調節つまみを;の位 
置に合わせてご使用ください。炊飯終了後（むらし完了 
後)、操作ボタンを必ずちどしてください。 


グ U ル調理タイマー•コン□調理タイ 
マー-湯わかし自動消火機能の時間- 
グ U ルオートメニュー機能の焼を加 
減を表示します。 

※グ U ル使用時はグ U ル調理タイマ 


-表示び最優先されます。 


焼き加減表示ランプ 

オートメニュー機能の焼き 
加減設定時に点： n します。 


グリルオ-トメニ: L - 表示ランプ 

才ート^こュー設定時に点灯 
しよ9 〇 


グ IJ ルオートメニュースイッチ 
■グリルオート 
メニュー機能 巧 

魚を自動で焼を上げたいとさに、 
使用します。スイッチを押すことに 
より、 r 姿脚「切身」 r 干物」の3つ 
のモードに設定でをます。 


「+」卜」八づッナ 

グ U ル調理タイマー-コンロ調理タイマー-湯わかし自動消火 
機能の時間のセット-グ U ルオートメニュー機能の焼き加減の 
設定びでをます。 

■グ1」ル調理タイマー 

1〜1已分までセットでをます。庫内温度びある程度上びってい 
る場合は！〜10分または1〜8分までのセットとな D ます。 
■コンロ調理タイマー機能 
1〜90分までセットでさます。 

■湯わかし自動消火機能の消火時間の設定 
■グ U ルオートメニュー機能の焼を加減の設定 
( r 強创「標準」隔创） 


※上図は標準バーナーびち側の機器の場合です。 t 

標準バーナーび左側の機器の場合、コンロ調理 —\ 
タイマーモード表术 • 湯わかしモード表术の左湯わかし丢 
コン□、ちコン□が上下入れ替わります。 


5 ^^ 




















ン□部の主な機能 


♦炊飯機能旧 

(標準バーナー側のみ） 

なべで自動炊飯でさまず。 

別売の炊飯専用蓋-炊飯なベをお使いいただ<と、 
上手に炊飯できまず。スイッチを巧ずことにより 
(ごはん、おかゆ）の2つのモードに設定でさます。 


♦コン□調理タイマー自動消义機能晒 

(標準バーナー.強火カバーナー） 

1〜90分まで1分単位で設定でさ、設定時間経過 
後、自動消火しまず。（切替式のため、標準バーナー 
または強火カバーナーどち b かのバーナーのみの 
設定となりまず） 


♦揚げちの温度調節機能的 

(標準バーナー側のみ） 

天ぷら油の温度を一定に保ちまず。火力を自動的 
に調節し、フライパンでホッ h ケーキやお好み焼さ、 
ギヨーヴなどちおいし < 焼 < ことびでさまず。 
スイッチを巧すことによ014 0° C 、160° C 、 180で、 
200 ° C の4段階の温度を設定ずることびでさま 
す。また、メニューに合わせ1已ぴ C 、 1 70° C 、 1 90° C 、 
21 0° C の温度を設定ずることもできまず。 

•天ぶ！5油過熱防止機能岛旧廣 

(標準バーナー • 強乂カバーナー ) 

天ぷら•フライなどの揚げちのを調理中、調理油び 
過熱されてち、自然発火温度に達ずる前に自動消火 
します。(必ず指定じ(上の油量でご使用 < ださい） 


♦コン□消し忘れ消义機能巧随 

(標準バーナー * 強火カバーつ 
消し忘れを防ぐため点火し 
てから約2時間で自動消火 
します0 


♦焦げつき消义機能摩廣 

(標準バーナー.強火カバーナー） 

煮ちの調理などで水分びな<なり、なべ底び焦げ 
ついて<ると、なべを傷める前に自動消火しまず。 
(なべのな質、調理物の種類、火力によって焦げの 
程度は異なりまず。） 

なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げ 
つさ消火機能び正萬に働かないことびありまず。 



♦湯わかし自動消义機能的 

(標準バーナー • 強乂カバーナー ） 

沸とラするとお知らせ後、自動的に弱火にな0その 
ままにしておくと、約已分後に自動消火しまず。(切 
曽式のため標準ノ（ーナーまたは強火カノ（ーナーど 
ちらかのバーナーのみの設定となりまず。） 


♦センサー解除機能巧 

(強火カバーナー側のみ） 

「天ぷら油過熱防止機能」「焦げつさ消火機能」を 
一時的に解除しまず。 

このモードで連続使巧でさる時間は約30分でず。 
ただし、なべの異常過熱を防止ずるため、強火 • 
弱火と自動的に乂力を調節しまず。 


グリル部の主な機能 


参水のい!5ない両面焼グリル巧 

グ U ル皿にはク U アコート加工してありまずので、 
ミちれび取れやず <、お手入れび簡単でず。 


•才ートメニューモード巧 

魚の種類に応じてオートメニュースイッチの遇択 
と焼さ加減設定で、自動で焼さ上げまず。 


♦グリル過熱防止センサー西廣 

魚などの調理物を焼さ過ざたり、から焼さした場 
合など、グ U ル庫内の温度び異甫に高<なった場 
合に自動消火しまず。 

•マニュアルモード菌 

1〜最大]已分までセットでさ、設定時間になる 
と自動消火しまず。（庫内温度びある程度上びって 
いる場合は最大8分または]0分の設定となりま 
す）最初は" 9" び表示されまず。（庫内温度びあ 
る程度上びっている場合はぶ"び表示されまず） 
時間をミ夫めて食なを焼くとさに使用しまず。 


r コン□-グリル操作ボタンもどし忘れお知6せ機能 I 


炊飯機能、コン□調理タイマー自動消义機能、湯わかし自動消义機能び働き、自動消义したり、 
他の安全機能により消义したときに、操作ボタンはもどりません。もどし忘れると、1分毎に 
ブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしますので消义の状態にちどしてください。ただし、 
他の バーナーを 使用中は、ブザーは鳴りません。 

V _ y 





まを上のごま意 冻、ずお守りくださし、 


〈安全に正しくお使いいただくために> 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、 
製品をを全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 

参 LU 下に示す表示と意味をよく理解してか5本文をお読みください。 



A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


参絵表示について次のよラな意味びあります。 


この絵表示は、気をつけていたださたい r 注意喚起」内容でず。 

pjjg 羣灌よてはいけない返）火気禁止题)接触禁止1 

震分解禁止 

この絵表示は、おず実行していただく「強制」内容でず。 ^ 

i 

1換気必要 


么危険 


■ガス漏れに気づいた5絶巧に义をつけたり、電気器具の 
スイッチの入•切、電源プラグの巧き差し、周辺の電話 
を使用しない 

炎や乂花で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 



4 叫 


マッチ 


#1 


火気禁止 


■ガス漏れに気づいた5すぐに使用を中止する 

① すぐに使用を中止しガス栓を閉める。（ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場合は、ガスコンセント 
からソケットをはずす） 

② 窓や戸を開けガ I -① ミ肖义する-1 I -③ 連絡する 

スをがに出す。 

③ をよりのガス事 


〇 


業ち（供給業を） 
に連絡する。 




嚴裳敷るかかケット挪ずす) 





A 警告 


■供給ガスと銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）び合っていることを確 
認する 

供給ガスと一致してし)ない場合、そのまま使用する 
と不完全燃焼により、一酸化炭素中毒になったり、 
爆発着火でやけどをすることびあります。供給ガ 
スびわからない場合はお買いホめの販売店、また 
はをよりの当社事業所に問い合わせてください。 
転居されたとさを、供給ガスの種類び銘板の表示 
と一致していることを確認してください。 







まを上のごま意 泌ずお守りくださし、 


A 警告 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと乂災の原因になります。（火災予防条例で定められて 
いますので、必ず守って < ださい）可燃物との距離び守れない場 
合は必ず別売の防熱板を取り付けてください 。 m E 0 
また表面びステンレスやタイルでを壁の内部び可燃性の場合は必 
ず別売の防熱板を取り付けて<ださい。防熱板はお買い上げの販 
売店、またはちよりの当社事業所にご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合ち可燃物との距離 
を確実に離す 



〇 


100 cnUU 上 


1 曰 cnU ん L 




* ~ bcrniji 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理油、 
スプレー生、カセットコン□用ボンベなど 
燃えやすいちのを置かないまた機器本体 
の下に新聞紙やビニールシートなどの燃え 
やすいちのを敷かないまた電源コードを 
通さない 卜 S X-N 


熱でスプレー吿内の 
圧力び上びり、スフ 
レー吿び爆発したり 
义災の原因になりま 
す。 



一 (思 


の 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベン 
ジンなど引义のおそれのあるちのを使用し 
ない _ 一、 

!龍譜?。底を®。 




■ガスコードを使用する場合は、器具用スリ 
ムプラグおよびガスコードの取扱説明書に 
従って接続する 

r ガス]-ドなどで]ンセント接続する場合 」 MM 
(の） を参照してください。間違った接続 
はガス漏れの原因になります。 


ホース エンド 



ガスコード 



器具用ス U ムプラグ 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線まで 
差し这んでゴム管止めでしっかりと止める 

しっかりと止めないとガス漏れの原因になりィ心 



ホースエンドゴム管 



〇 


ゴム管止め 


■ガス接続 □ に巧れやゴミびない 
よラにする 

ガス漏れの原因になります。 


〇 


^■(巧燃性の壁の場合） 


■地震、义災、または使用中に異常な燃焼、臭 
気、異常音を感じた場合、使用途中で消义し 
た場合はただちに使用を中止し、ガス栓を閉 
める（つまみのないガスコンセントの場合は、 
ガスコンセントからソケットをはずす ） A 
故障かな？と思ったら（@0〜班）に従ぃ処 
置をする。 





の 巧、レ ③ガス栓を閉める 

Vの,ち人 （ガスコンセントからソケットをはずす） 

■义をつけたまま離れたり、外出、就寝をし 
ない 

調理中のをのび異常過熱し火災の原因になり r\j 
ます。特に天ぷら、揚げものをしているとき 
やグ U ルを使用していると 广 

きは、その場を離れないで mM 
ください。離れるときは必 
ず消火してくださ L )。 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する 
場合は検査合格 マー クまたは JIS マー クの 
入っているものを使用し、ひび割れたゴム 
管、ちいゴム管は使用しない X-N 


ガス用ゴム管 LU がは耐义性に欠けガス 
漏れの原因になります。ビニール管 
は絶対に使用しないでください。 

またガス用ゴム管はときどき 一 

点検してち<なった場合は取 \ 

り替えてください。 ビ_ル^^ 



の 




■ゴム管の継ざたしや 
二又分岐はしない 

ガス漏れの原因になり 
ます。 



の 


■ガスコードの長さび合わない為に高温部に 
触れたり、機器の下を通したり、機器に触 
れたりする場合はガスコードを使用しない 

ガスコードび週熱され、ガス漏れの原因に X-N 


なります。 


の 



A 警告 


■ガス用ゴム管（ソフトコード)、ガスコードは、高 
温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりしない 
ようにできるだけ短くして使用するまた、ガ 
ス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコードは機 
器の下を通したり、グリル排気□や炎に近づ 
けないまた、他の機器で加熱されるベ、^ 
よラな所にち通さない ^ 

使用時は周囲び高温になり 、ご。.マ う、 

ゴム管びとけてガス 
漏れの原因となります。 


■グ U ル皿の中に市販のグ U ル石、 

グリルシートなどを入れない 心 

機器の損傷や、たまった脂び加熱され発火し、火災の原 
因となります。 


グ I 」ル石 

■コン□をおおラよラな大き 
な鉄板やなべは使わない< 

一酸化炭素中毒のおそれ 
びあります。 


/グ I 」ルシート 





の 


I アルミはく製しる受け、省エネごとくで、 
などの補助員は使わない (\) 

-酸化炭素中毒や 
機器の異常過熱の 

おそれな部ります。 アルミはく製しる受け省エネごとく 


■焼き網は使用しない 

トッププレートに落ちた油などび 
発乂したり、機器の異常過熱の 
おそれびあります。 

■石焼いちつぼは使用しない 

機器の異常過熱による機器損傷 
の原因になります。 



■絶対に改造 • 分解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれび 
あります。また、义災の原因になります。 

■乂びついたまま持ち運ばない 

义災、やけどの原因となります。 


野の 

焼き網 V-V 


Q 

を 

分辭禁止 

を 


石焼い6つぽ 


■グリル排気□をタオル、 
ふさんなどでふさびないミ 

不完全燃焼や火災の原因に 僅 
なります。 I 




■脂の出る料理にはグリル焼網の上や下にア 
ルミはくを敷かない _ 


アル5はくの上に ア化 
たまった脂び過熱され 
発火する原因になります。 


アル5は< 



の 


I グリルを続けて使用する場合は、そのつどグ 
リル皿にたまった脂などを取り除くまた使 
用後も必ず掃除をする 

グ U ル皿にたまった脂び過熱され 
て発火し、グ I 」ル排気□よ D 炎^^;;/^^ 
び出ることびあります。脂のを 
い調理物(さんまやとり肉など）はく弓^^^^ 
特にを意してください。なおグ U ル\ mm 

皿には何も人れないでください 。V 


■グリル使用前にグリル庫内に食品<ずやふき 
んなどがないことを確認するまたグリルと 
びらに魚などをはさみこんだまま使用しない 

食品くずやふきん 八、扇を 


などび燃えること 
びあります。 





■使用後は消义を確認しガス栓を閉める 

消し忘れによる火災の原因になります。特に 
グ U ルは消し忘れをしやすいので、機器から 
離れるとさは必ず消乂してください。 


〇 

〇 




m :' 肖ル ⑤ガスをを閉める 

V の'(ガスコンセント占、 b ソケットをはずす） 

I トッププレート(ガラス面)に衝撃を加えない 
I トッププレート（ガラス面）の上に^ 
のらない、手をのせない vV 

トッププレート(ガラス面）にひびび 
入り、異常過熱や火災の原因に 
なります。ひびび入ったとさは、 f I I、 | 

すぐに修理を依頼してください。 


A を意 


■魚を取り出すときなどは手や腕びグリルとび5 
やガラスに触れないようにする 

手や腕び触れるとやけどをする 
ことびあります。グ I 」ルとびらを 

いつぱいまで引さ出して < ださい。ミ!^^^接軸旱止 


■グリル皿の持ち運びはていねいに 

使用中-使用直後はグ U ル皿にたまった脂び 
局温(しなっています。 ! 

こぼすとやけどをす 卜じ二こ . 。。。し 

る原因になります。〜 


〇 





A を意 


■グリルとび! 5 取っ手のガラス付近には軸れな 
し、 

使用中、使臟をは高 S 
になっており、やけどを 

する原因になります。 1 mmm ± 


■グリルとびらを開けたまま 
グリルを使用しない 

トツププレート前部を焦び ^ 
したり、機器の上部び異常^ 
に週熱され、やけどをする '^ 
原因になります。 


トツフフレート前部 


の 


Q 


I グリル扫原□に手や顔などを近づけ 
ないまたなベの取っ手を 
排気□に向けない ^ 

グ U ル排気□から高温の排気び出ま X . 

す。やけどやなべの取っ手び過熱さ 
れ取っ手を焼損する原因になります。广^^ 


■グリル皿を持ち運びする際は、さめてから 
持ち運ぶ A 

使用中、使臟をはグ I 」ル m び高 S にな]て 
います。やけどをするおそれびあります。 


I グリルとびらに重いちのをのせたり、強い 
力を加スない 

グ U ル皿受けび変形したり、グ U ルとびらび(\) 
はずれ、けびや機器破損の原因になります。 


■グリル皿に水を入れないで使用する ^ 

グ I 」ルを使用するときは、グ U ル皿に水を入 mM 
れないで使用してください。グ U ル m が i く 
なっているため、お湯びこぼれてやけどをする原因に 
なります。 


I グリル皿の出し入れはゆっくり確実に 

水平にゆっくり出し入れしてください。グ U 
ルとび b を持ち上げたまま引さ出すと途中で 
止まらずに落下し、^^/] 

脂びこぼれてやけ- Jz ^ …/ I 

どをすることびあ~ ^’1, 
ります。 「 


〇 


■グリル使用時は魚を焼きすざない 

魚に乂びつさ义災の原因になります。 

グ1」ル庫内で魚などび燃えたり、たまった脂 
に引义した場合は、 

①操作ボタンを巧して消乂する。 

③炎び消えるまでグ1」ルとびらを開けない。 
③消乂後、点検を依頼する。 


の 


■とり肉などの脂のをい食材を焼<時は注意 
する 


飛び散った脂に引义して、瞬間的にグリルの 
排気□から炎び出る場合びあります。やけど 
や乂災などの原因になります。 


〇 


■コン□-グリル使用中、使用直後しばらく 
はトッププレート枠-トッププレート（ガ 
ラス面）に触れない 

高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 接触禁止 


■熱くなったガラストッププレートやグリルとび 
5ガラスに水をかけない衝撃を加えない 

ガラスび割れてけがを X-N 


する原因になります。 


の 


■使用中、使用直後は操作ボタン-义力調節 
つまみ-グリルとび5取っ手 LU がは触れない 

やけどをすることびあります。とくに幼い 
お子様びいる家庭ではごを意ください。 

接触禁止 


■点义操作時や使用中はバーナー付近に顔を 
近づけ過ぎない み〜^ _ 


炎や熱で顔をやけどする 
おそれびあります。 


の 


I 点火操作をしてち点火しない場合は操作ボタ 
ンを消义の：!犬態にちどし、周囲のガスびなく 
なつてから再度点火操作をする 

すぐに点火操作をすると周囲のガスに点义し 
て、巧服に燃え移ったり、やけどをするおそ 
れびあります。 


■巧類などの乾燥や練炭の义起しなど 
調理 LU がの用途には使用しない 

衣類び落下し火災や過熱- 
異唐燃焼による 

機器焼損の原 H \ I JA 

になります。 UJ ^ り ^ ry 


の 


■やかん、なべなどの大きさに合わせて义力 
を調節する 

火力び強いとやかん、なべ ^リ 分^ 


などの取っ手び焼損したり、 I V 
手に触れるとやけどを 
する原因になります。 


〇 




A を意 


I バーナーキャップを水ないしたときは水気 
をじゅラぶん切って^ 

織'織〇 

使用すると異常燃焼 
の原因になります。 



■使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど換 
気をして<ださい。換気をしないと不完全 
燃焼による一酸化炭素中毒のおそれびあり 
ます。 

を：ただし、屋内設置で自然排気式 
給湯器およびふろびまを使用してい 
る場合は換気扇を回さず窓などを開 
けて換気してください。排気ガスび 
逆流することびあります。 


感 

換気必要 



■強い風の吹き込むところには設置しない 

点乂不良や機器内部の損傷、巧全装置び 
正し<働かないなどの原因になります。 


(S) 


I 片手なベや底の丸いなべは不安定な 
状態で使用しない 

なべび傾いてやけどをするおそれびあります。 
なべの種類によっては、傾いたり、す 
ベりやすいをのびあります。ルさな片 
手なベや底の丸いなべは、必ず取っ手 
を持ちなびら調理してください。 


の 



■使用中は手やを類を炎、バーナー、排気口 
付近に近づけない 

袖やエフ□ンなど衣類に着火したり、 X-X 

排気熱によるやけどのおそれびありま (\J 

す。なべを動かすとさ - 一 

や炎の大ささび自動的 
に弱火から強火へ切り 
替わるとさびあるので 
を意してください。 




U 

与 


口 

1 ^ 



■ごとくをはずしてなベなどを直接 

の 

コン□に置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

■棚の下など落下物の危険のある場所に機器を 

設置しない 

機器の上に落ちたをのび燃えて、义災の 
原因になります。 

の 

■照明器具など樹脂製品の下へ設置しない 

照明器具のかさなどび変形-変色する 
ことびあります。 

の 

■幼い子供には触らせない ^ 


やけどやけびなど思わめ事故の原因に 
なります。 


I バーナーキャップは誤ったセットで使用し 
ない 

バーナーキャップを正しく取り付けないと、 

点乂しなかったり、炎のふぞろいや逆火を起 
こしたり、また、器具の中に炎びをぐりこん 
で危険です。 


の 


■7 j < 平でき定性のよし、丈夫な台の上に設置する 

不ま定な所や傾いた所に設置すると機器び 
傾いてやけどやけびのおそれびあります。 


〇 



■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障のおそれびあります。 


Q 


バーナーキャップの浮をバーナーキャップの雲返し 

誤ったセットの例 


■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行ラ 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけがをすることびあります。 


〇 


天ぷ5油過熱防止機能について 


天ぷら油過熱防止機能とは天ぷ b 、フライなどの揚げち 
の調理で、消し忘れなどによる調理油の過熱を防止ずる 
機能です。温度センサーでなべ底の温度を監視し、調理 
油び発火ずる温度になる前に自動的にガスを止めます。 
このとさ、ブヴーび鳴ってお知らせしまず。揚げちの調 
理をされるとさは、必ず温度センサーとなべ底び密着し 
ていることを確認し、適切ななべの種類と温度をお守り 
ください。使用方法をお守りいただけなければ、調理油 
の過熱による発火を防止でさないことびあ0まず。 


A 警告 


■強义カバーナーのセンサー解除モードは揚 
げちの調理には使用しない 

調理油の温度び高<なり、発火するおそれび 


あります。 


の 





まを上のごま意 嫌ずお守りくださし、 


A 警告 


■温度センサーとなべ底び密着している 
か確認する 

温度センサーび傾いていたり、なべと 
の間にすき間びあると、温度センサー 
びなベ底温度を正し <検巧でさず、発 
乂や途中消火の原因になります。 


〇 


■油の量は 200 me LU 上で行ラ 

調理油の量びはじめか b 少なかつ 
たり、減ってさたりすると発乂す 
ることびあります。 


200 meu 上 


密着 



■温度センサーの上面となべ底が密着していないと言は使用しない 

中華なベ用補助ごと <を使用すると温度センサーびなべ底に密着しない場合びあります。 

■底が広<浅いなべなどでの油調理は、油の温度が上が0やすいので使用しない 


温度センサー 



なべ底 
び凹己 


3 mm しソ上 
の凹凸 


J さび•巧れなど 
異物が付着 


なべと材料 
の合計重量び 
300旨が下 


■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりに < いなべは使用 
しない 



耐熱ガラス容器 


±なべ 


A を意 


■温度センサーのお手入れはこまめに行ラ 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しな<なり調理油び発火する場 
合びあります。また、動さび悪いとなべなど mm 
び傾き、お湯などびこぼれ. ： B ドか/サ_ 
やけどをする願にもなり t 
ます。なべの重さは調理物 
を含め30 Og な上必要です。 

密着しない場合、点検•修 
理を依頼してください。 



■温度センサーに強い 
ショックを加えたり'^ 
キズをつけない 

なべ底にセンサーび 
密着しなくなり、調 
理油び発火する場合 
びあります。 



r v •コン□で巧き網やコン□をおおうような鉄板は使わないでください。機器の異甫過熱によりごとくや 
お願し、 パーナー、パーナーリングを早く傷めまず。また、トッププレートのガラス割れの原因となることび 

_ JJ ありまず。 

• 煮こぼれをさせると機器を早く傷めまずので、煮こぼれさせた場合は機器びさめてからでさる限り 
早くふさ取ってください。 

• みそ汁を温めなおずとさは火力を弱めにして、よくかさ混ぜなび5温めてください。強义で急に温 
めなおずとなべ底に巧んだみそび突然噴き上びり、みそ汁び巧び散ったり、なべびはねあびってひ 
っくりかえることびありまず。特に、だし入り豆みそ（赤みそなど）にま意してください。 

• 炎の熱や、煮こぼれなどによりパーナー本体び変色ずることびありまずび、使用上問題ありません。 

• ちちは、グリルで火力をしぼってよラずを見なび5焼いてください。短い時間で焼けるのでま意し 
て < ださい。 

• 弱义は义力をルさくしぼれるようにしていまず。消し忘れにま意してください。 

• なべの形状や材質によっては、強义で長時間ご使用された場合に、まれになべとごとくびくっつく 
ことびあるので、なべを動かずときはま意してください。 

• 調理中になべをのせかえる時は、一旦火を消してからのせかえてください。 

• 熱くなったなべなどをラベルの上に置かないでください。ラベルび熱で変 
色したり、損傷したりずることびありまず。 

• トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターな 
ど電磁誘導加熱の調理機器を使わない。磁力線により本製品び故障ずる原 
因となりまず。 








設置前の準備と確 i 


型式の呼びガス種 (ガスヴ J レープ） 


で A .13 A ) 


♦型式の呼び•ガス種•製造年月は、機器ち側面の銘板に表示してあります。 
♦機器銘板のガス種（ガスグループ）と供給ガスが合っているか確認します。 
♦輸送のため各部分にあて紙や包装部材がありますので 
全部取り除いてください。 / の , WlOA.l 。 


製造年月一 

〈例〉（に A ‘13 A の場を 


000-000 都市ガス 
12A 用 r 13A 用 
ガス消費量 r ガス消費量 

( 00.00000000 


部品の取り付け 

標準/ ナー • 強义力/ ナー 



つ 

1バーナーキャップ1 


バーナーキャップ（強火カバーナ ー• 標準パーナー) 

凸部バーナーキャップの凸部を機器後方（ピンを 
手前）に向け、ピンをバ-ナ-本体の凹部に 
I 〇 I f 〇1正し<はめ込み、おず正割こ燃焼してし、るこ 
I W /1 \j y とを確認する。強火カバーナー用には 「 H 」 の 

刻印び表示してありまず。標準バーナー用と 
強义カバーナー標準バーナー まちびえのないよラにセットしてください。 
※パーナーキャップび浮いたり傾いたりしていると点火不良や炎び不ぞ 
ろいになつたり異當燃焼などび起こる場合ちありまず。 


温度センサー 


バーナー U ング 



_ ごとく _ 

ごとくは内側の凸部2個所をバーナーリング凹部に入日 
れて正し<ゎットして<ださい。 



機器正面側 


广 x 

お願い 

し - 


J ナーキヤツプは消耗品でず。薄くなったり変形して炎び 
不ぞろいになった場合は交換び必要でず。お買い上げの販売 
店、またはもよりの当社事業所へご相談ください。 


A 注意 


■バーナーキャップは正しくセットずる 

ノ（ーナーキヤップび浮 パ^ イ 


いたり傾いたりしてい 
ると点火不良や炎び不 
ぞろいになった〇異甫 
燃焼などび起こる場合 
びありまず。 


〇 


■ごとくは正しくセットずる 

誤ったセットをずると 
なべなどび极茵こな^ 

Ia It T J 、 -1 — IA I 


バーナーキャップの浮をバーナーキャップの裏返し 

誤つ/£セットの例 


り、傾いたり、 
倒れた0 
しまず。 b = 


単1おアルカリ乾電池2個(付属品） 


乾電池のセツトのしかた 


(お願い）電池ケースは取りはずせない 
構造になっていますので、無理に引っ 
張ったり巧さえたりしないでください。 


A 警告 


①電池ケースを持って 
手前に引き,， 

出す。 L 


@電ミをケースに 
表巧し〔を)な 
©側©側を 
確認して正し J 
<セツトする 。I 



③電池ケースを 
奥までしっか 
り押し込む。 



■乾電池は充電-分解-加熱-义の 
中へ投入しない 

■新旧-異種の乾電池は混用しない 
■器具を廃棄ずる場合は、乾電池をはずず 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、け 
びややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある注意事項をよ 
<お読みいただき、正し < お使い< 
ださい 


I _ 

f •電池ケースに水などの異物び入った場合、接触不良の原因となりますので、ふき取ってきれいにしてください。 

お願し1•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安は約1年です。（付属の 
^ アルカリ乾電池で当社使用モードによる） 

アルカリ乾電池でち使用状況’使用時間-乾電池製造メーカー’種類び異なると交換時期び1年 L ソ内と短くなり 
まず。また、マンガン乾電池を使用した場合ち交換時期び極端に短くなりまず。 

新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

未使用の乾電池でち r 使用推奨期限（ち、年) J を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サインび点滅•点 
なずる場合びありまず。また付属のアルカリ乾電細よ、工場出荷時期により寿命び短くなっている場合びありまず。 
乾電池は、機器び；ちえてから交換してください。 










設置場所及び周囲の防义措置 


( 設置場所） 

参強い風の吹さ込まない場所-丈夫で水平な場所 
♦付近にカーテンなど燃えやすいちのびない場所 
♦機器の上に湯沸器のない場所 
♦機器を使巧した場合ガス栓び加熱されない場所 
♦落下物のを険のない場所 
♦機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 
♦周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなどを張り付けた壁•棚など）のある場合 

-トッププレートより上面の側面および後面は]已 cmLU 上、上部はトッププレート上面より lOOcmLU 上離ず。 
-上記の距離びたちてない場合は壁面に別売の防熱板を取0付けて設置ずる。00 



防熱板について 


後壁用防熱板 
H - 


L I 


- Ocm 切上 


- 1 onL ソ上 
の空間 


—^ 

r 


〇 


天井用防熱板 ^流し台•調理台用防熱板 

1 cmJ ^ 上 1 cmii (上の空間 


30cm な上]己 cmULL 
:0cm 切上 


側壁用 
\防熱板 


800 niiLL 


L I 


r の空間 


1 己 cm じし L 



調理台、流し台の 
側!面、上面び可燃 
性でトッププレー 
卜より局し、場合 


-別売の指定の防熱 
板を必ずご使用< 
ださい。白白 
• 防熱板についてはお買い上げ 
①販売店、またはちよりの当 
社事業所にお問い合わせ< 
ださい。 


お願い 


ゴム管（ソフトコード）の接続 


• ガス用ゴム管〈ソフトコード〉（内径9.已圆0 旧マーク入り）を用い、折 
れたり、ねじれたりしないよラにして、でさる限り短く （2 m じ(下で適当に 
ゆとりをちたせる ） ガス栓と機器のホースエンドとを接続しまず。このと 
さゴム管はホい線までしっかりと差し込み、ゴム管止めで固定してくださ 
しんまた機器本体に触れないよラにして接続しまず。 

-ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 


巧 

心 


検査合格 



ホースエンドゴム管ゴム管止め 


-ドなどでコンセント接続する場合 


〔 ガス機器側の接続 ） 機器のホースエンドをコンセント化してガスコードでコンセント接続ずる場合 



左図のよラに、まず別売の器具用ス U ムプラグ 
を捆包台紙の裏面に記載してある取扱説明に従 
つて機器のホースエンドに取り付け、なにガス 
コードの器具用ソケットを器具用ス1」ムプラグ 
に"カチッ"と音びずるまで巧し込みまず。 


ガス栓側の接続 ) (ガス栓びガステーブル用であることを巧詔してください。) 


① ガス栓を開けるとき 

コンセント継手を"カチッ" 

と音びずるまで確実に差 
し込む 

♦コンセント継手を差し込むとガス栓が開きまず。 


⑨ ガス栓を閉めるとき 

コンセント継手のずべ0 
リング（白色）を手前に 
引く 

♦コンセント継手びはずれるとガス栓び閉まりまず。 




お願い 


ガスコード接続ずる場合は、ガス栓側びカチットプラグになっていないと接続でさません。従来のガス 
栓でご使用ずる場合は、別売のホースガス栓用プラグび必要でず。 

機器を接続ずるガス栓は、必ずガステーブルコン□用をご使用ください。 


( ガスコンセントについて ） 


『ガスコンセント』は、 
ガスコードなどを取り 
付けると自動的に開栓 
し、取りはずずと自動 
的に閉栓しまず。 


♦ふたを開ける 

ふたのち細を 
巧します。 











ほいかた 


コン □ 


操作の手順（標準バーナー•強义カバーナー) 


《前面ゾネルの表示と操作ボタンを確認してか5点义してください。 


左コン□用操作ボタン 前面バネル 



66 標準バーナー用操作ボタン 
m 強义カバーナー用操作ボタン 
♦< グリル用操作ボタン 

点义□ックは幼いお子様のいたず5防止や使用しないとさ 
のために操作ボタンを作動させない機構でず。 

义災防止やガス漏れ防止のため、機器から離れるときは念 
のためお部屋のガス栓を閉め、また点火 □ ックをしてくだ 
さい。（点义□ックは「ロック►」の矢 EP 方向へいっぱい 
までスライドさせて<ださい。） 


DP 備 



ガス栓を開く 
(全勵 


厂 I ] □ック►- 

。 t.j 点火□ツクつまみを□ツクの矢印と 

解除^^_ 反が側にいっぱいまでスライドさせ 

点火□ックを解除しまず。 



♦操作ボタンをいっぱい最後までゆっくり押しさる。 

パチパチ放電しても、押し不足でずと点义しません。 

-すべてのコン□とグ U ルび同時に放電します。これは全個所放電 
する構造となっていますので異南ではありません。 

-操作ボタンから手を離してち放電していまずび、着火して点火 
確認ランプび点なずると同時に止まりまず。 

•点火のとさ、火力調節つまみは標準バーナーは「強火」の方向 
に、強火カバーナーは「中火」の方向に移動しまず。 


盛 


■点义操作をしてち点义しない場合は操作ボタ 
ンを消义の状態にをどし、周囲のガスびなく 
なってか6再度点火操作をずる。 


回乂力調節 




-コン□用 
义力調節つまみ 


♦火力調節つまみを左ちにゆつ < りスライドをせ火力を調節ず 
る。 

急激な操作をずると消火ずる場合びありまず。 


m 



♦操作ボタンを押して消火ずる。 
♦必ず义び消えたことを確認ずる。 


コン□パーナーは消火時にポンといラ音びずる場合び 
ありまずび、これは义び消えた時の音で異甫ではあり 
ません。（コン□パーナーに風び当たるような場合は、 
ポンといラ音びしやずくなりまず。） 


お知らせ1 













ig / 使いかた 


使用できるなベと温度センサーについて 


調理油の量 ) 

揚げちの調理をずる場合は必ず 200 mfi じ(上で使用してください。みないと発火ずることびありまず。 
揚げちのモードで油の温度を設定ずる場合は、已 OOmC 〜1 fi で使用してください。 

最適な範囲からはずれると正し < 温度調節でさないことびあ0まず。 


〇 


なべの重さとのせかた ） 

なべの重さは調理物の重さを含め 300 gLU 上で安定しまず。安定性の悪いなべは使用 
しないで < ださい。 

なべ底の中むび温度センサー頭部に密着ずるよラ、正しくセツトしてください。 

特に揚げちのモードや湯わかしモードなどの温調機能を使巧ずる場合は底び平らな金属 
製のなべを使用してください。 


己00呂じ(上 
平底 


なべ 


密着 温度センサー 


温度センサーに適したなべ 


〇 :適ずる X :適さない（温度を正しく検知しない場合あり） 



油料理 

(揚げちのなど） 

その他の料理 

(煮ちのなど） 

温 

同機自居 

なべの種類 

揚げちのモード 

( 旧 参照） 

湯 わかしモード 

(昭 参照） 

S ルミ@ゴ眉 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

(油量 

200 me 灿） 

〇 

〇 

(油量 

已〇曰 m6 〜 1 の 

〇 

体量： 1 

標準バーナ ー: 日日日 me 〜 2C 
施け!パ-ナ- : 5 日日 me 〜 3« 

1 

ステンレス（厚手）"^^ 

底の平 b な鉄製中華なベ ^— ブスぉぉ i) 

〇 

(油量 

200 mm 上） 

〇 

〇 

(油量 

已〇 OmB 〜 1 の 

〇 

f 水量： ] 

標準バーナ ー: 巳日日 me 〜 26 
施け!パ-ナ- : 5 日日 me 〜 3« 

1 

ステンレス(薄手:なべ底厚み 2 .已 mm 未満） 

啓ゴ漏 

X 

〇 

〇 

(油量 

已〇 OmB 〜 1 の 

〇 

f 水量： 1 

標準バーナ ー: 巳日日 me 〜 2C 
\強乂カバ-ナ- :5 日日 me 〜 3« 

1 

±なべ 一*^ 巧^ 

醒ガラス離 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

X 

X 

圧力なベ 

巧 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

X 

X 

襲影 @ 

〇 

(油量 

200 me 灿） 

〇 

X 

〇 

体量： 1 

標準バーナ ー: 巳日日 me 〜 2C 
\ 強乂カパ-ナ- : 5 日日 me 〜 3« 

1 


中華なべについて 


なべ底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

中華なベの種類や使いかたによってはなべび安定せず、温度センサーびなべ底の温度を正し<検知でさません。 


このような調理には、センサー解除機能(強乂カバーナ ー) をお使いください 

参温度センサーびなべのから焼きのよラな高温になる場合、安全機能が働いて自動的に消义 
します。次のような調理にはセンサー解除機能（強义カバーナ ー) をお使いください。資 I 
〈高温になりやすし、調理> 

焼きちの：お好み焼き-ホイルのつつみ焼き-ポークソテーなど 
炒めちの：ソーセージげめなど 
げりちの：ごまげり-大豆げりなど 










炊飯機能（標準 バーナーのみ) 


• 「ごはんモード」と「おかゆモード」びありまず。 

参炊飯に適したなべを使用してください。 

♦ 2度炊さや温めなおしは、でさません。 

お米の準備 

①たっぷりの水でさっとかさ混ぜ、水を素早く捨てる。 

③「とぐ^洗い流ず」を数回くり返し、水びきれいになるまで手早く洗ラ。 

※無洗米の場合は、] -2 度ずずいで洗い流し、にごりを少なくしてください。 

にごったまま炊飯ずるとデンプン質び沈源し、炊飯不良の原因になりまず。 

•お米をとざ足りない場合はニオイ、黄ばみ、炊飯び上手にでさない原因になりまず。 

• 砕け米、粉米などびミ屋じって炊飯されまずと、風味を損ね、炊きむら、着色の原因となりまず。 
• 泡立て器は絶巧に使用しないでください。 



7 j < 加減とお米を浸す時間について 

参水加減は目をでず。新米-ち米、かため、やわ b かめなど、好みに応じて水を加減してください。 




米の 量 

ス 

k 量 

ポイント 

炊飯 

おかゆ 

容量 

重量 

合数 

全がゆ 

t 分がゆ 

4已 mC 

38宮 

0.2已合 

— 

3巨 OmC 

470m£ 

•別売の炊飯専用蓋旧 TR-03D) は1〜3合、炊飯なベは 

1〜3合 （RTR-3 曰曰 D1) または、1〜已合 （RTR- 已曰曰） 
まで炊飯することがでさますが、米の質•水の量など 
によってふきこぼれびひどくなる場合があります。 

• 18日 mC 用計量カップを使ラと、1カップ米1合- 
水18日 mC となります。 

•炊さ込みごはんの場合は、具の重量と同じ程度の水を 
余分に加えて < ださい。 

•おかゆ モー ドは、お米からおかゆを作る機能です。 

9日 mC 

7ち宮 

曰.已合 

— 

已4日 mC 

巨 30mC 

18日 mC 

1ち〇呂 

1合 

300 mC 

900 mC 

— 

270mC 

22已宮 

1.已合 

390 mC 

— 

— 

3目 OmC 

30 Og 

2合 

480 mC 

— 

— 

4已 OmC 

37ち宮 

2.已合 

已 SOmC 

— 

— 

已 40mC 

4已〇旨 

3合 

巨 70rae 

— 

— 

720 roe 

巨00呂 

4合 

930 mC 

— 

— 

900 mC 

7ち〇宮 

已合 

1130 mS 

— 

— 


おホを水に這ず時間の目を] 

•洗米した後、必ず30分じ(上水に浸してから炊飯してください。 

♦洗米してすぐのお米では、ごはんび固く炊さ上びりまず。また、無洗米の場合は洗米してずぐに炊飯ずると、 
ふさこぼれる場合びありまず。 


お米の種類 
とモード 

1お米を水に浸す時間 

ポイント 

春〜夏 

秋〜冬 

ご 

は 

ん 

白米 

30分 ！; Lb 

60分！;!上 

•新米はやや水をかなめにして<ださい。 

無洗米 
発芽玄米 

30分！;|上 

60分!;|上 

•無洗米は水を加えると表面に気泡がでさて、水が暇収されに<<なります。1 • 2 
度すすいで洗い流すか、よ<かを混ぜて気泡を飛ばして<ださい。 

•水の量を3%程度多< します。または、無洗米専用計量カップを使って<ださい。 
•別売の炊飯専用蓋 ( RTR -03 D ) で3合を炊くと、ふきこぼれる場合があります。 

胚芽精米 
ち 米 

雑穀米 

60分！;|上 

90分 ！; Lb 

•水に浸してから炊飯してください。 

•やや水を多めにして < ださい。 

おか协 

日〜 3 日 分 

日〜 3 日 分 

•米粒がつぶれ、のり状にな6ないよラに塩は出来あがる直前に入れて<ださい。 
•出し汁やお茶を使ったおかゆちでさます。 


おかゆについて 

♦おかゆの加熱途中でかさミ屋ぜずざると、米粒びつぶれ、粘りびでたり、焦げつさやずくなりまず。 

参おかゆの炊飯量びあまり多いとふさこぼれび多くなりまずので、注意してください。 

参ふさこぼれる場合は、ふたを少しずらしたり、持ちあげたりして、ふさこぼれないよラにしてください。 

ふたをずらず場合は、水の量を一覧表よりやや多めにしてください。 

♦炊さあびったごはんからおかゆ（雑炊）を作るとさは、手動にて調理してください。 


ごはんからのおかゆの炊きかた 一( おかゆモードでの自動炊飯はできません) 


1人分（お茶わん約1杯分：1 50 g ) の例 

1 . ;令やごはんをプルに入れ、流水でサッと洗いめめりをとりまず。 

2. なべに、水 （2 カップ強〈約 400 mfi 〉） とごはんを入れ"強火"で炊きまず。 

3. 沸とうしたらあくをとり"弱火"で10~1已分炊きまず。 

4. コン□の火を消し、短など調味料を入れ、数回かさミ屋ぜて完成しまず。 

' - y 







ホタ飯に適したなべ） 



ごはん 

おかゆ 

備 考 

別売の炊飯専用蓋旧 TR-03D) 

〇 

〇 

白米3合、全がゆ日.已合まで炊飯可能。 

(おかゆを炊く場合、ふさこぼれますのでふたをずらして使用してください） 

別売の炊飯なベ (RTR-300D1) 

〇 

〇 

白米3合、全がゆ1合、 t 分がゆ日.已合まで炊飯巧能。 

別売の炊飯なベ （RTR- 目0 0) 

〇 

〇 

白米已合、全がゆ1合、 t 分がゆ日.已合まで炊飯巧能。 

アル S 製のなべ 

〇 

〇 

薄手のなべの場合は、焦げつきやすくなります。 

ホー□-、ステンレス製のなべ 

〇 

〇 

. 白米は焦げる場合があります。 

•薄手 （2 .已酬下）のステンレス製のなべの場合は、焦げつきや 
す < なります。 

±なべ 

X 

〇 

白米はラまく炊けないので使用しないでください。 

ガラスなベ-圧力なベ-多層なベ 

X 

X 

ラまく炊けないので使用しないでください。 


参こんな場合ち、ごはんび固くなったり焦げたりして、ラまく炊けない場合びありまず。 

• ふたとなべにずさ間びある場合 • なべび浅い場合 • ふたび軽い場合 • ふさこぼれた場合 
♦別売の炊飯専用蓋-炊飯なベをご使用の場合は、炊飯専用蓋-炊飯なベの取扱説明書ち必ずお読みください。 
参なベ底び温度センサーの頭部に密着しないなベや、安定性の悪いなべは使用しないでください。 


( なべのセット ） 水に浸したお米の入ったなべにふたをして、ごとくの中央の温度セ 
- ンサーびなべ底に密着ずるよラに正しくセツトしまず。 


お願し、 I 温卽ン tt -® 上® S びなベ励こ水' 米粒が®胃物た’げょぃこ巧確認 L ' C くだ. 




操作部の説明- 

げ飯モード表示ランプ¬ 



げ飯スイッチ 


来点口 

風 k 滅 


呂乂力調節 




が ftiiii 


ぶ 


♦火力を合わせる 


♦义力調節つまみをちにゆっくりスライドさせ;の位置に合わせ 
る。 

r 火力調節つまみは必ず強の位置から;の位置に合わせて 

33願し1 ください。点义した後、火力調節つまみを一旦弱の位 

J 置にしてか6炊飯位置に合わせたり、义力設定をされ 
ませんと上手に炊飯でさません。 


をモード設定 


2000 

1600 

1400揚げちの 


おかゆ〇‘ 
ごは知 



図はごはんモードの場合 I 


♦炊飯モードを選択ずる。 

※炊飯スイッチを押ずとごはんモードに設定され、ごはんモード 
表あランプび点なしまず。炊飯スイッチを押ずごとに 
ごはん^おかゆといラよラに切り曽わりまず。 

※炊飯モードを解除ずるとさは、一旦消火してください。 

※炊飯の途中で水をたしたり、なべのふたを開けたりしないでく 
ださい。 

※炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、他のスイッチを押さ 
ないで< ださい。上手に炊飯でさない場合びあ0まず。 



















囚炊飯中 

2000 

I 80 o ^ r ^ 

1600 

1400揚げもの 

おかゆ 

ごはん 

炊飯 

• AA 

図はごはんモードの場合 


回言動消乂後 


(むらし中） 


2000 _ 

1800 おかゆ〇ィ 
1600 tSP ごはん《 

1400揚げもの 炊飯 




細 


図はごはんモードの場合 
おかゆの場合は項目固へ 


む5し (10 分)終了後(ごはん) 
おかゆ炊飯終了後 


2000 
180 Oi 
160 〇! 

1400揚げちの 


の 


'、、’ 


さか A 


。ま稽 


図はごはんモードの場合 I 


♦炊さ上びると自動消义し、同時にブザーび「ピピピッ」と 3 回鳴 
ってお知 5 せし、標準パーナー用コン □ 点火巧詔ランプび点滅し 
まず。（ごはんモードの表示ランプは点なしたままでず。）10分 
のむ 5 しび終了ずるとブザーび「ピー」と 1 回鳴ってお知 6 せし、 
ごはんモード表示ランプび点滅しまず。 

♦おかゆモードの場合、炊さ上びると自動消义し、同時に炊飯完了 
をブザーび「ピー」と1回鳴ってお知らせし、おかゆモード表示 
ランプ及び標準/ ナー用コン□点义確認ランプび点滅しまず。 
♦操作ボタンを押し消火の状態にずる。（消火の状態にちどずまで、 
使用した炊飯モードの表示ランプ及び標準パーナー用コン□点火 
確認ランプは点滅し続けまず。） 

※炊飯完了時間はむ b し] 0分を含め、白米び約28〜3已分、 
おかゆは約38 ~ 4已分でず。 

《2度炊さや温めなおしは自動消火しないため、焦げつさまず。 
※自動消火した後、10分のむらし中に操作ボタンを巧して消火 
の状態にした場合、ごはんモードは解除されまずので、炊飯完 
了のブヴーは鳴りません。むらしてからふたを開けて<ださい。 

♦おかゆの場合はむ 5 ず必要はありません。 

♦炊飯完了後（むらし完了後)、ごはんをよくかさまぜる。 （余分な 
水分び逃げ、ごはんびおいし<な0まず。） 

• 义力調節つまみを;の位置に合わせた後、ずぐに炊飯ス 
イッチを押し、モードを設定してください。 

•炊き上びりは、お米の種類、水の量浸ず時間などによ 
り変わりまず。お好みに応じて工夫してお使いください。 


お願い 



揚げもの温度調節機能（標準バーナーのみ) 


天ぷら-フライなどの揚げちのを調理ずる時に油の温度を一定に保つことびでさまず。揚げちのスイッチを巧ず 
ことにより] 40° C 、160° C 、]80° C 、200° C の4段階の温度を設定ずることびできまず。 


pi 点 乂 



卜 ~~ 3 

点。^ \ 


((ft T ft 

巧 


>なべの大きさに 
応じた义力にし 
て < ださい。 

♦操作ボタシをいっぱい\ 

最後までゆっくり押しきる 

。\ 


-操作部の説明- 

一設定ミ品度表示ランプ 


200句 
180 
160 
140 


a 


おかゆ 

ごはん〇，^ 

の飯 

—揚げちのスイッチ 



おード設定 



♦揚げちのスイッチを押ず。 

※揚げちの設定温度表示ランプび点なしまず。 
※最初に巧したときは、] 80でに設定されていまず。 













200 * 


1 80〇 'かゆ0 

1600巧 5 P ごはん〇 

1400揚げもの 


•揚げものモードの温度は天ぷ5用鉄製なベで設定してありまず。なべの種類や厚さ、油の量などによつ 
て設定した温度と異なる場合びありまずので設定温度を加減してお使いください。 

• なべの材罰ホ、鉄製なベで、油量は已 OOmfi 〜1 B び最適でず。アルミや銅は設定温度より低めに、ステ 
ンレス•ホー□-は高めに温度制御しまず。油量びをいと設定温度より低めに、油量び少ないと高めに 
温度制御しまず。 


凸調理 


※消火した場合はこの設定は解除されまず。そ 
ご使用の際は、上記操作を再度行ってくだ2 
※調理の途中でち設定温度を変えることびで3 

ちょっと便利 j 

〈揚げもの調理の目安〉 


'のため、 
ル、 

^まず。 


参フライノ（ンで揚げちのじ(外の調理ちでさまず。 
〈調理の目を〉 


140°C 

クレープ、厚焼を卵 

140〜1巳 0 °C 

J 、 ンバ~グ 、ホットケーキ 

1日〇〜1 80 °C 

お好み焼き、ギヨーヴ 


※焦げの程度はなべのな質、火力、調理内容により異な 
りまず。 

※フライパンの種類、料理によっては焦げめび強くつく 
場合びありまずので焼さ加減を見なびら火力調節して 
<ださい。 


参最初は油び設定された温度になるとブヴーび「ピピピッ」と3回 
鳴ってお知らせします。 

参 調理を始めてください。 

-あとは自動的に火力調節して油の温度を保ちます。 

. 途中で材料を多<入れ油温び大を<下びった場合は、設定温度に 
なったとを再びブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせします。 

参 調理終了後は、操作ボタンを押して消火の状態にちどず。 


お願い 



1日0亡 

とりのから揚げ、フリッター、ドーナツ 

180亡 

天ぷら、コ□ッケ、フライ、とんかつ 

20抓 

クルトン、かさちちあげ 


因 I 届度設定 


fp ) 

200>^~^ 

isooi 

1600 ■ 

1400 


% 


おかゆ Oj 
ごはん 


巧飯 


♦揚げちのスイッチを押し温度を合わせる。 

-揚げものスイッチを巧ずごとに、 

1 80 °C 一 200で 一] 40° C 一]日〇で一取り消しと 
t _ I 

温度設定び切り替わりまず。 

'揚げちのモードび取り消された場合は、自動判別モードに設定さ 

、れまず。巨国 

※揚げものモード使用中に炊飯スイッチは巧さないでください。 
(炊飯モードに切り替わりまず。） 


^ちむ L > .メニュ—に合わせ、1已ぴじ、17〇で、190で、吕10での温度を設定ずることもできまず。 


便利 


] • 


I 5 crc 、 i 7 crc 、 i 9 crc 、2 icrc に溫度を設定ずるとき 


揚げちのスイッチを押し （ r ピッ」と鳴って180むの設定温度表示ランプび点な)、そのまま約3秒巧し続 
けると「ピッ」と鳴って、180むの設定温度表示ランプび点滅し、 ] 目0むの設定になります。その後、スイ 
ツチを押すごとに170むまで1ぴ C 毎の温度設定ができるようになります。 


慶定温度 I n 8〇む」一 n 9〇ご」 


に〇〇ご」 


2000 ピッ) 2000 づ20诚’ (^'^) 

1 80 * 4 ^^^ 1 1 

1600 leoo^BSP^^ leoo^SP^^ 

1400 ilA \ 1400揚げをの 1 回 1400 揚げをの]回 

\ \ 押す 押す 


► に1日で」 

20婚： 

18061 
16001 
1400 揚げをの 


n 4ぴ仁」一 ( n 己日句 一 n 6 crc 」) 一 n 7ぴ c 」 



'：&% 


1日。 c づっ 
変更 


2000 
1 S 0 O , 

1 6 C (巧 
1406 揚げちの 


1回 
押す 


全て取り消し 
2000 

1800^^^ 
1600 tiP 

1400 揚げちの 


湘し続けて3砂後） 


「ピカピカツ.‘ 
点滅 


点灯 


「ピカピカツ.. 
点滅 


点灯 


「ピカピカッ. 
点滅 


•ソジジ 

ピピピ 

ピピピ 

ピピピ 











コン□調理タイマー自動消义機能(標準パ’ーナー • 強乂カバーナ ー) 


時間を設定ずると自動的に消火ずる機能でず。温めなおし、めんをゆでる場合などに便利でず。 

• コン□調理タイマーモードは標準ノ（ーナーまたは強火カノ（ーナーどちらかのノ（ーナーのみの設定び可能でず。 

• コン□調理タイマーモードを使用している場合は、すべての湯ねかしモードとの併巧はでさません。 

. 標準バーナーで炊飯モードまたは揚げちのモードを使用している場合は、タイマー-湯わかしスイッチを押し 
てち、標準バーナーのコン□調理タイマーモードには設定でさません。 

.標準バーナーでコン□調理タイマーモードを使用中に炊飯、揚げちのスイッチを押すと押されたモードに切り替わります。 
. 標準ノ（-ナーで炊飯モードまたは揚げものモードを使用している場合でも、 ，=, 

強火カバーナーでコン□調理タイマーモードの設定はできまず。 夕 r 点口 、く〇),点滅 


田点 


乂 


コン□点义確認ランプ 

点口 •a/w 


参操作ボタンをいっぱい 
最後までゆっくり巧しきる。 



む 


♦义力は調理に 
合わせてお使い 
<ださい。 


--操作部の説明- 

(ちコン□び標準バーナーの場合） （ちコン n び標準バーナーの場合) 

I - コン n 調理タイマーモード表示ランプー I 


タイマー • 
湯わかし 
スイッチ 


左一強义カイ V ーナー用 ち一強火カバーナー用 


》ィマ- 


湯わかし 


ち叫 

だ 
ち〇 
左〇 




タィマ- 


湯わかし 


左® 

ち 

面 

ち〇 




タイマー • 

漏わかし 
スイッチ 


をモード設定 



〇クリルを焼きり□減] 


袭わかし. 


タイマー•湯ねかしスイッチ 
r + j 「一」スィッチ- 


0タイマ_ 
〕ン □/ グリル 


9 


〇干物 
0の島 
〇姿焼 

す-卜にユ- 


タイマー* 湯わかしスイッチを押し設定したいコン□を選択してく 
ださい。左ちコン□両方び点火している場合、タイマー•湯わかし 
スイッチを押すごとに、（ちコン□が標準バーナーの場合） 


タイ7— タイ7— 湯わかし湯わかし 
ちコ.ン □ 左コン □ ちコン □ 左コン □ 


哺り I 消し 


と設定び切り替わります。点火していないコン□はモード設定できません。 
遇択したコン□のコン□調理タイマーモード表示ランプび点なし、 
表示部に"："び表示されまず。 


( 途中で他方のコン□でコン□調理タイマーをご使用になる場合） 

他方のコン□を点火させた状態でタイマー•湯わかしスイッチを押し、そのコン□を遇択しまず。この場合、 
表示部に"；"び点なします。再度時間をセットしてください。（この場合、今まで使用していたコン□の調理 
タイマーは解除されまず） 

※タイマ—.湯わかしスイッチを押してモ—ド設定した場合でも、約10秒経過後（タイマー設定巧定後)、再度 
タイマー•湯わかしスイッチを押した場合、設定したモードは解除されまず。（ただし、パーナーは消义しません。） 


回時間設定 

例） 〇ブリル[〇焼き加3 

i 〇干物 

の》イト 

〕ン□けリル 

—■•■鼠 

め〇の身 

J 。姿を 

< 


1才-卜に]- 


「+」「一」スイッチを巧して時間を設定しまず。 

• 1〜90分まで]分刻みで設定でさまず。 

♦ 「+」「一」スイッチを巧し続けると已分刻みに進みまず。 

♦調理中に「+」「一」スイッチを巧してち、設定時間び変更でさまず。 


EDS 定時間終了 



3-卜にュ- 


〇グリル|〇焼き加減1 

; 0 

強め 
標華1 
弱め J 


トトに]- 


♦設定時間終了 30秒前になるとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴っ 
てお知らせずると同時に秒表示に変わりまず。（但し、グリルを 
同時にお使いの場合、ブヴーは鳴 b ず秒表おにち変わりません。） 
♦設定時間び終了ずるとブヴーび「ピー」と]回鳴って、還択した 
コン□のコン□調理タイマーモード表示ランプ及び点火確認ラン 
プび点滅し、自動消火しまず。 

♦自動消火後は、操作ボタンを押して消火の状態にずる。操作ボタ 
ンを消火の状態にしないとき、表示部の"び は約]0秒後に消 
えるよラになっていまず。 

(消火の状態にちどずまで、使用したコン□調理タイマーモード 
表示ランプ及び点火確認ランプは点滅し続けまず。） 













湯わかし自動消义機能（標準バーナー-強乂カバーナー) 


沸とラ後、自動的に弱火になりそのままにしておくと、約已分後に自動消火しまず。 

• 湯わかしモードは標準ノ（ーナーまたは強火カノ（ーナーどち b かのノ（ーナーのみの設定び可能でず。 

• 湯ねかしモードを使用している場合は、ずべてのコン□タイマーモードとの併用はでさません。 

. 標準 バーナーで 炊飯 モー ドまたは揚げちの モー ドを使巧している場合は、タイマー-湯わかしスイッチを巧し 
てち標準バーナーの湯わかしモードには設定でさません。 

. 標準 バーナーで 炊飯 モー ドまたは揚げちの モー ドを使用している場合でち、強火カ バーナーで 湯わかしモード 
の設定はでさまず。 

♦底の平6な金属製のやかんやなべにさちんとふたをして（標準パ’ーナ ー: 已〇 OmS 〜22、強义カバーナ ー: 
500 mfi 〜32) の水を入れてお使いください。 

♦沸とうずるまでの間は、ふたの開け閉めをしたり、中の水をかき混ぜたり、なべを動かしたり、水や具を入れ 
て使用しないでください。温度センヴーび正しく検知しない場合びありまず。 

♦やかんやなべなどの底び巧れていたり、さびていたりずると、 locrc より低めで沸とうしたと判断ずる場合び 
ありまず。 

※一度わかしたお湯（約 7 crc じ Lb ) を再び湯わかしモードでわかずと、 locrc になる前に沸とラしたと判断ず 
る場合びありまず。 

※なべなどの材質、お状、水量により沸とうのお知らせび2〜3分遅れる場合や、 locrc より低めで沸とうした 


と判断ずる場合びありまず。またふきこぼれる場合ちありまずので、やけどにま意してください。 

■ 占 句。 ■■ --操作部の説明- 


コン□点火確認ランプ 
点口 



>やかんやなべの 
大きさに応じた 
义力にして<だ 
\さい。 


参操作ボタンをいっぱい ' 
最後までゆっくり巧しきる。 


(ち コン n が標準 パーナーの 場合） （ち〕 ン □が標準 パーナーの 場合） 


左一強乂力 J V —ナー用 




タイマー • 
湯わかし 
スイッチ 


ち-*'強乂カバ’ 

夕か ! g 

巧 "U ん I 


パーナー用 

1 ®" 


タイマー • 

漏わかし 
スイッチ 


湯わかしモード表示ランプ- 


ド 1 モ_ ドす、>び時間ののち ♦ご使用の標準パーナーまたは強义カバーナーび着火後ずぐに、夕 

^ ※湯わかしモードに設定され、湯わかしモード表示ランプび点なし、 

4ピッ一一^ 表示細こ" 5" び表示されまず。（タイマー時間を変更しないとミ弗 

タイ7— y ぶ ; ji s とラ後、自動的に弱火になりそのままにしておくと、約已分後に 

—ゴ—^ 自動;肖火しまず。） 

※タイマー設定後数秒後に表示部は消なしまず。 

\ \ r 沸とラ後のタイマー時間を変更ずる場合 

_ ' _ 「+」「一」スイッチを押して時間を設定しまず。 （0 〜90分まで 

1分刻みで設定できまず）「+」「一」スイッチを押し続けると已分刻みに進みまず。 

※タイマー時間設定後、沸とラずるまでの間は、タイマー時間は表示されません。 

♦タイマー時間の確認または設定時間の変更をしたい場合は、タイマー-湯わかしスイッチを押しまず。 

※取り消しずる場合さらにタイマー-湯わかしスイッチを押し、湯わかしモード表示ランプを消なさせまず。 

〔湯わかしモードび取り消された場合は、自動判別モードに設定されまず。 g 白〕 

※湯わかしモード使用中にはいずれのスイッチも押さないでください。（後か b 押されたモードに切り替わりまず。） 
※タイマー. 湯わかしスイッチを押してモード設定した場合でち、約10秒経過後（湯わかしタイマー確定後）、再 
度タイマー•湯わかしスイッチを巧した場合、設定したモードは解除されまず。（ただし、パーナーは消火しません。） 



♦沸とラするとプヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお知 b せし、表 
お部に設定時間び表示されまず。 

※沸とラお知らせ後、消火ずるまでの時間を]〜90分まで]分刻み 
で設定でさまず。（操作は回モードおよび時間の設定と同じでず） 
♦設定時間終了 30秒前になるとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴っ 
てお知 b せずると同時に秒表示に変わりまず。（グ U ルを同時に 
お使いの場合、プヴーは鳴 b ず秒表示にち変わりません。） 

♦設定時間び終了ずるとブヴーび r ピー」と]回鳴ってお知らせし、 
遇択したコン□の湯わかしモード表示ランプ及びコン□点火確認ランプび点滅し、自動消火しまず。 

♦自動消义後は、操作ボタンを押して消火の状態にずる。操作ボタンを消火の状態にしないとさ、表示部で"は 
約10秒後に消えるようになっていまず。（消火の状態にもどずまで、湯わかしモード表示ランプ及びコン□点 
义確認ランプは点滅し続けまず） 















コン□調理タイマーまたは湯わかし自動消义機能とグリルを同時にお使いの場合 

夕 r 点口 ♦コン□調理タイマーまたは湯わかし自動消火機能とグ U 

ルを同時に使用ずると、表示部にはグ U ル調理タイマー 
の設定時間を表おしまず。 

参コン□調理タイマーを使用中にグ U ルを点火した場合、 
コン□調理タイマー表おからグ U J レ調理タイマー表示に 
切0替わりまず。 

参グ U ルを使巧中にコン□調理タイマーを還おした場合、 
グ UJ レ調理タイマー表示ランプび消なし、遇択したコン 
□調理タイマーモード表示ランプび点なして、表お部に 
" r ’ び表示されまず。 約10秒の間に時間を設定して 
ください。 約]0秒を超えると、自動的にグ U ル調理夕 
イマーの表示に切り替わり、グ Uj レ調理タイマー表示ランプび再点なしまず。 

※グ U ルび先に消火した場合は約 ] 0秒経過後、自動的にコン□調理タイマーまたは湯かわし自動消火機能の時 
間表示に切り替わりまず。 



コン□調理タイマー表示（残り時間）を確認ずるとき 



※ 説巧はちコン□調理タイマーを使用している場合 

タイマー-湯わかしスイッチを1回押しまず。 

参ちコン□調理タイマー表示に替わりまず。（グ U ル調理 
タイマー表示ランプび消な） 

参コン□調理タイマーの表示は約]0秒続くと、自動的 
にグ U ル調理タイマーの表示にちどります。（グリル 
調理タイマー表示ランプび再点な） 

• 設定時間を変更したい場合は、コン□調理タイマーを 
表示中に「+」「一」スイッチを押し時間を変更してく 
ださい。 

• タイマーを他方のコン□に変更したい場合は、他方の 
コン□を点火させた状態で、変更したいコン□のタイ 
マーモード表示ランプび点なずるまでタイマー-湯ね 
かしスイッチを巧してから「+」「一」スイッチを押 
し時間を設定してください。 



※ 説日月はちコン□調理タイマーを使巧している場合 
タイマー-湯わかしスイッチを1回押しまず。 

♦湯わかしのタイマー表示に切り替わりまず。（グリル 
調理タイマー表示ランプび消な） 

参湯わかしモードのタイマー表示は約10秒続くと、自 
動的にグ U ルのタイマー表示にちどりまず。（グリル 
調理タイマー表示ランプび再点な） 

• 設定時間を変更したい場合は、湯わかしモードのタイ 
マー表示中に「+」「一」スイッチを巧し時間を変更 
して < ださい。 

• 湯わかしを他方のコン□に変更したい場合は、他方の 
コン□を点火させた状態で、変更したいコン□の湯ね 
かしモード表示ランプび点なずるまで、タイマー•湯 
ねかしスイッチを押してか b 「+」「一」スイッチを 
巧し時間を設定して < ださい。 


※グ U ルよりちコン□調理タイマー、湯わかしモードのタイマーび先に終了した場合はプヴーび「ピー」と]回 
鳴つて使巧したコン□調理タイマーモード表示ランプ及び点火確認ランプび点滅しお知 b せしまず。 





ほいかた 


センサー解除機能（強乂カバーナ ー) 


■ 


強火カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたいとさに使用でさる機能でず。 
焦げつさ消火機能と天ぷ b 油過熱防止機能を解除し、高温調理びでさまず。（約30分間使用でさまず。） 



モード設定 

m ： T：m 


〇グリルい巧き加減 I 〇干物 


©が卜 
] ン □/ クリル 


一 〇 


おか〇の身 

標を 六 


♦センサー解除スイッチを3秒長押しずる。 

表お部び「 り ^「_»」^ 「しり ^「〇」と表示されまず。 いこ りび 
表おされたとさ、プヴーび「ピッ」と1回鳴ってお知 b せずると同 
時に いこり び消え、センサー解除モード表示ランプび点巧し、セン 
サー解除モードに設定されまず。 

•ちラー度センヴー解除スイッチを押ずと取り消しになりまず。 


トトに：!- ^-, 

ぉ願い 

m ^ 



なべの異常過熱を防止ずるため、強义•弱义と义力び自 
動的に切り替わることびありまず。また、弱火状態でも 
センサー温度びさらに上昇した場合は、温度センサー過 
熱防止機能びはたらき自動消义しまず。 

再点火してち火びつかない場合は、しば5<待ってか5 
行ってください。 


♦約30分経過ずると、ブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせし、 
センサー解除モード表示ランプび消なし、自動消火しまず。 



♦自動消义後は、操作ボタンを押して消火の状態にずる。 

(消火の状態にちどずまで、強义カバーナー用点义確認ランプは 
点滅し続けまず。） 

参必ず火び消えたことを確認ずる。 


A 警告 

■強义カバーナーのセンサー解除モードは揚げちの調理 
には使用しない 

調理油の温度び高くなり、発火するおそれびあります 。V V 



異常過熱を防止するため高温自動温度調節機能が作動 


焼さちの料理-炒りちの料理などのから焼さに近い高温調理をした時に、なべの異常過熱を防止ずるため火力を 
自動的に強火-弱火と調節ずる高温自動温度調節機能び作動ずることびありまず。（最初に弱火になったとさ、ブ 
ヴーび「ピピピッ」と]回鳴ってお知らせしまず。）この状態び約30分じ(上続いた場合、または温度びさらに上 
昇した場合は自動消火しまず。（自動消火した場合は、なべなどび大変熱くなっていまず。やけどに注意してくだ 
さい。）調理に支障びある場合は、センサー解除機能（強火カバーナー）をお使いください。 



















自動判別モード 


自動判別モードでは、機器び自動的に料理の種類を判別し、焦げつきはじめると自動消火ずる機能、高温調理の時、 
自動的に高温で温度調節ずる機能、天ぷら油び発火ずる前に自動消火ずる機能び働さまず。揚げちの、炊飯、夕 
イマー-湯わかしスイッチにてモードを遇択しない場合は、自動判別モードに設定されていまず。 


コン□消し忘れ消义機能 


消し忘れを防止ずるために、点火してからの連続使用時間を判断して、約2時間経過ずると 
自動消火し、同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせずる機能でず。の白白 

♦コン□消し忘れ消义機能び作動した5 

すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にしてください。点火ずるとさは、再度点火操作を行つ 
て < ださい。 



C コン□消し忘れ消义機能の時間を変更したいとき） 

30-90 分の間で、10分刻み及び約2時間に設定でさまず。購入時は r -- (約2時間)」の設定になって 
います。 


おード設定 


邸 T 

〇クリル|〇焼き抓減 

〇干物 

〇切身 

〇姿焼 

©タィマ---驚 
]ン日バリル 認 

に- 


♦同時に3秒 
じ(上巧しまず。 


♦強火カバーナー点火後] 0秒じ(内に、「+」「一」スイッチを同 
時に3秒じ(上巧し続けまず。 

♦表示部に r - -」び表示されまず。 


呂時間設定 


〇ブリル|〇巧き加減〇干物 

©タイマ- 〇〇 護〇の身 
] ン □/ ブリル _|し1 姿焼 

トトむ- 



^^ 



参「+」「一」スイッチを巧して、時間を設定しまず。 

• 30-90 分の間で10分刻み及び約2時間に設定でさまず。 

参左ちのコン□ノ（ーナーは同じ時間に設定されまず。 

♦ 2 時間に設定した時、表示部には r - -」と表おされまず。 

参強火カバーナーの操作ボタンを消火の状態にちどずと確定しま 
ず。 


焦げつさ消乂機能 


煮ものなどで水分びなくなり、なべの底び焦げついてくるとなべを傷める前に自動消火し、同時にプヴーび「ピー」 
と已回鳴ってお知らせずる機能でず。 ea 白白 

♦焦げつき消义機能び作動した5 

すぐに操作ボタンを巧して消火の状態にしてください。 

♦再度点义ずるとさは 

焦げつさやずくなるので、よラずを見なびら煮こんでください。 

r •カラメル、みその加熱など、水分の少ない調理やなべの材質によっては、ひどく焦げつくことびあり 

お願し1 まずのでま意して < ださい。 

I -义力を中义や弱义にして使用した場合、調理によっては消义機能び作動して途中消义ずる場合びあり 

まず。このような場合は再度点火してご使用ください。 

•±なべを使用した場合、弱火から中义にずると消义ずることびありまず。このよラな場合は再度点义し、 
中义にしてようずを見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ちのなどを再加熱ずるとさは、水を加え、弱义でよラず 
を見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

• なべを持ち上げたり、ごとくから浮かせて調理ずると焦げつき消火機能び作動し、消义ずることびあ 
りまず。 

• 圧力なベや無水なベを使用した料理、とりのもも焼きなどフライパンを使用した料理では焦げつき消 
义機能び働き、消火ずる場合びありまず。このような場合は再度点义してご使用ください。 










グリル 

A 江意 

本機器はグ U ル皿に水を入れる必要びないタイ 
プです。 

■グリル皿に水を入れないで使用する 

グ U ルを使用するとさは、グ1」ル皿に水を入れない 
で使用してください。グ1」ル皿び浅くなっているた 
t め' ぉ湯びこぼれて' ゃけどを する 原因になります 。 W J 

グリルを使用ずる前に 


r はじめて使用ずるときはか5焼きび必要） 

工場出荷時の加工油を焼ささるため、グ U ル焼網を取りはずした状態で約已分から焼さをしてください。このとさ、 
煙びでまずび異苗ではありません。また、脂身の多い魚などを焼く場合にグ U ル排気 DLU 外（ごとくの周りやグ 
U ルとびら前面など）から煙び出る場合びありまずび異常ではありません。 


グリル過熱防止センサー 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、グ U ル庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火しま 
す。また連続で使用した場合にちグ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。（消火と同時 
にブヴーび「ピー」と 3 回鳴って、グ U ル用点火確認ランプび点滅しまず。）60臣白 

♦グリル過熱防止センサーび作動した5 

グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用でさない機能になっていまずので、約 3 分待ってか b 点火操作を 
して < ださい。 

r 調理物の種類によっては、グリル調理タイマーやグリル過熱防止センサーび作動ずる前に発火ずること 

お願いびありまずので、機器から離れないようにし、焼きずざにま意してください。 

L ^例）めざしやラるめなどのル魚、干し物や脂分のをいにしん、塩さば、とり肉など。 


グリル皿とグリル焼網のセット•グリルとび5(グリル皿)の出し入れ 


〔グ IJ ル皿のセット） 


グ U ル皿の「テマエ」刻印を手前にして、グリル 
皿受けにグ U ル皿びしっかり入るようにセツトして 



グ U ル焼網をグ U ル皿にセツトずる際、グ U ル焼 
網の脚のツメをグ U ル皿の角巧に確実にセットし 



C 引さ出ずとさ^ 

グ U ルとびらを止 
まるところまでい 
っぱいに引さ出し 
まず。グ U ル皿全 
体び引さ出せるので 
焼さ物の出し入れ、確認び簡単に行えまず。 

C 取り出ずとさ） 

グ U ル皿を取り出す 
ときは、グ U ルとび 
b を止まるところま 
でいっぱいに引さ出して 
から、そのまま持ち上げて取り出しまず。 


C 持ち運ぶとさ^ 

グ U ルとびら取っ手を両 
手でしっかりと持ち、水 
平にゆっくり持ち運んで 
<ださい。 





A ミ主意 

■魚を取り出すときなどは手や腕びグリルとび 
5やガラスに触れない 
よラにする 

手や腕び触れるとやけど 
をすることびあります。 

V_:_ y 










グリルで上手に焼くには 


下ごし S え 

参冷凍の魚は、しっかり解ましてから焼きます。解ましていないと時間びかかり、を全機能び作動することびあります。 
参魚は水洗いした5、よく水気をふさ取りまず。 

参みそ漬けや巧漬けは、みそや巧をよくふさ取ってから焼さまず。 

参たれっさのっけ焼さや下味をっけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆっ<0と焼いて<ださい。 

( f 塩加減のこっつ 

♦短をっけると、身びしまって身崩れしにくくなりまず。 

参さばやいわしなど背の青い魚は脂肪分び多いので、多めに短をして時間をおさ、身を 
しめます。白身魚は、短を少なめにふり、時間も短めで良いでしょラ。 

参川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に短をしましょう。 

参魚の重量の約2%程度の短をっけまず。身の厚いところには厚く、ラずいところには 
ラす <っけまず。 

参尾やひれは特に焦げやずいので、多めに短をつけてください。また、アル S はくで包んでおくと、焦げかた 
びかなくなりまず。 



魚焼をのこつ 

魚の置きかた^ 

•魚は]尾だけ焼< 場合で 
ち、中央ではなく端に置い 
て < ださい。 

(グ U ルは端の方び火力び 
強いので、よ0早< 火び通 
りまず。） 

♦魚は頭び奥に、尾び手前に 
なるよラに置いてください。 
参詳し < は付属のクックブッ 
クをご覧ください。 


左ちどち5かに 


かに^ 





魚を3尾政上焼 < 場合 


〔 焼きあびった魚を取り出し易くするには ？ ) 

♦グ U ル焼網に油を塗って予熱をずる。 

あらかじめ、グ U ル焼網に油をうずく塗り、 

1〜2分予熱しまず。油の膜びでさ、魚 
などびグ U ル焼網にくっつきにくく、取り 
出し易 < なりまず。 

参焼さあびった魚を取0出ずには？ 

•付属の"魚とって"を使用ずると便利でず。 

①魚とっての切りこみをグ U ル 
焼網に合わせます。 

③焼さあびった魚や焼物の下側 
に魚とってを入れて、< っつ 
いた焼物をグ U ル焼網からは 
びしまず。 

③ルさい焼物なら、そのままず 
くい取って取り出せまず。 

•はし、またはフライ返しをグリル 
焼網と平行に入れ、魚を軽く持ち 
あげてか5、取り出ず方法ちありまず。 

※両面焼グリルは、上火-下火両面から加熱ずるため、片面 
焼グ U ルに比べ煙び多くでたり、魚びグ U ル焼網に付着し 
易くなったりしまず。魚びグ U ル焼網に付着し易くなるの 
は下乂ノ（ーナーの熱により魚から出た蛋白質び固められ、 
グ U ル焼網の周囲に固着したままになり、魚を取り出ず時 
に魚の一部びグ U ル焼網に付着した状態になるためでず。 





• 両面焼グリルは、上下の焼さかたび 
違ラので、表と裏の焼さ具合び同じ 
になるとは限りません。上义、下火 
それぞれの义力調節を利用してお 
巧みの焼さ色にしてください。 

• グリル皿は急に;ちやさないでくださし、。使用 
直後に、グリル皿に水をかけると変形ずるこ 
とびありまず。グリル皿び;ちえてからお手入 
れして < ださい。 

• グリルを続けて使用ずる場合は約3分、間を 
あけてください。庫内び高温のまま焼さ始め 
ると中まで火び通らないラちに自動消火ず 
る場合びありまず。 

• 魚とってはグリル庫内に保管しないでくだ 
さい。魚とってびグリル庫内で引っかかり、 
グリルとびらび引さ出せなくなることびあ 
りまず。 

• I スターやクッキーなどの調理に便利な 
別売のクッキングプレート RCP - 巨 2 V を用 
意していまず。おホめの場合は、お買い上げ 
，眼売店、またはもよりの当社事業所に連絡し 
て < ださい。白白 

• 脂のをい食巧など調理物によっては過熱防 
止のため、焼さあびる前にグリル過熱防止セ 
ンヴーび作動し自動消义ずる場合びありま 
ず。このような場合、約3分待つてから再度 
点火操作をしてください。 


ぉ願ぃ， 






グリル操作部の使いかた 



lill I III 



グ u ルは点火ずると自動的にマニュアルモードに設定されまず。 


準 備 


グ U ル皿に水を入 
れないで使用ずる。 




♦グリルとび5をしっかり閉めてください。 

♦操作ボタンをいっぱい最後までゆっくり押しさる。表示部に" S " 
び表示され、グリル調理タイマー表示ランプ•义力表示ランプび 
点灯します。途中で操作ボタンから手を離したり、押し不足でず 
と点火しません。 

参ずベてのコン□とグ U ルび同時に放電しまず。これは全個所放電 
ずる構造となっていまずので異萬ではあ0ません。 

♦操作ボタンか5手を離してち放電していまずび、点火ずるとグリ 
ル点义巧認ランプび点な及び表示部に"弓"び表示され、放電は 
止まりまず。 

※続けて使用する場合のよラにグリル庫内のミ豆度びある程度上びっ 
ている状態のときは、タイマー表示部には" S " び表示されます。 
またタイマーセットは最大8分または10分までとなります。 


お願い 


グリル調理タイマー表示ランプ、火力表示ランプ、表示部の 
数字び約10秒後に消え、グリル点火確認ランプび点滅及 
び表示部に-/ - s ' び点滅ずるような場合は操作ボ 
タンの押し不足び原因でず。ちラー度しっかりと操作ボタ 


ンを押しきって点火してくださし、。 


A ミ主意 


■点义操作をしてち点火しない場合は操作ボ 
タンを消义の状態にもどし、周囲のガスび 
なくなってか5再度点火操作をずる。 













因:時間セツ 


グ U ル調理タイマー表示ランプ 
(例）\ み I 


\earr 

タヴリル1〇烧き加減胃] 


m 


©》ィマ- 
〕ン□バリル 


10 


き加蝴〇干物 
〇の身 
〇姿お 


• 「+」スイッチ、「一」スイッチで加熱時間をセットしまず。 

(「+」スイッチで最大]已分（庫内温度びある程度上びっている 
場合は8分または10分）、「一」スイッチで最ル1分までセッ 
卜ずることびでさまず。） 

♦加熱時間をセットしない場合は、点火時の9分後（庫内温度びあ 
る程度上びっている場合は日分後）に自動消火しまず。 

♦調理中に「+」スイッチ、「一」スイッチを巧ずと、加熱時間び 
麥をできます 

♦加熱時間の目安は付属のクックブックをご覧ください。 


巧 


-卜に]- 



♦表示部は、グリル調理タイマーとコン□調理タイマ 
-または湯わかしモードの表示を兼用しまずので、 
グリル調理タイマー表示ランプび点なしているのを 
確認して時間セツトしてください。 


^力切り替え 

で T?® 


参上火、下火それぞれ2段階の火力切り替えびでさまず。 

参上火の火力を切り替えたいとさは、操作部の上火スイッチを押ず 

ごとに、強乂^弱乂と切〇替わ〇まず。 
t _ I 

参下火の火力を切0替えたいとさは、上火と同じよラに下火スイッ 
チを巧します。 



点火時/強 

上乂スイッチ 
対甲す 

旨 

弱 


上义の义力の 
切り替え 

®a?T 




下火スイッチ 
を押す、 

目 



下乂の乂力の 
切り替え 

AJT 做 

T^J® 


•点火初期の約 ] 0秒間はバーナー予備加熱のた 
め、強制的に上乂 •下火共、火力は強火とな0ま 
ず。この間に火力を変更した場合は、約10秒経 
過後に実際の火力び変化しまず。 

♦グリルの火力び切り替わるとき、「力 
チッ」と音びしまずび、異甫ではあ 
0ません。 



@調理終了 -自動消义 


がリルを焼き加減 


0》ィ7_ 
] ン □/ ク IJ ル 


み 


5… 


U 


強め 

標準 

弱め^ 


〇干物 _ 

〇切身 ピピッ\ 

〇姿焼を稼 j 

才-卜にュ- 


_(秒単位） 


0》ィ7- 

] ンロ/ヴ IJ ル 


〇クリル 「〇焼き加減 1 〇干物 

強め 1〇の身 / \ 


0 


標準 
弱め J 


OD 


〇姿巧 ^ ピ_ ) 
才-卜に]- 


♦調理終了 30秒前になるとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお 
知日せずると同時に秒表示に変わりまず。 

♦加熱時間び終了ずるとブヴーび「ピー」と1回鳴ってお知らせず 
ると同時に表示部の表示び「0」になりグ U ルの点火確認ランプ 
び点滅し、自動消火しまず。 


調理物の種類によっては、グリル調理タイマーやグリル過 
熱防止センサーび作動ずる前に発义ずることびありまずの 
で、機器から離れないよラにし、焼さずざにま意してくだ 
さい。 

例）めざしやうるめなどのル魚、干し物や脂分のをいにし 
ん、塩さば、とり肉など。 


お願い 


01作ボタンを}甲す刷消义） 

♦自動消义後は、操作ボタンを消火の状態にずる。 


心、 


レ肖火のが悲|しちどずまではクリルの点火催認つンフは点滅し続けまず J 

グ U ル点火確認ランプ 
消灯 

難 


自動消火した b ずぐに操作ボタンを消火の状態にしてくだ 
さい。消火の状態にちどずまで、 1 分毎にブヴーび「ピピッ」 

と已回鳴ってお知らせしまず。操作ボタンを消火の状態に 
しないとさ、表示部の表示"： T 及びグ U ル調理タイマー表 
示ランプは約 10 秒後に消えるよラになっていまず。（火力 

必、 9" が T ドルツノ ^ 。ん 

をもどず。 \、 


表示ランプは自動消火と同時に消巧しまず。） 








グリルオートメニュー機能 


(才ートメニューモード（自動調理 ） J 

姿焼さや、切身、干物などを自動で焼さ上げまず。 

♦必ずお守りください 

• グ U ル皿には水を入れないでください。 

• オー トメ ニューモー ドでは予熱はしないでください。 

• 魚じ(外の調理には使用しないでください。 

• ;令ま魚は解ましてから焼いてください。じ令まのまま焼くと焼さ色び薄かったり中まで火び通らないことびあ 
0ます。） 

. オートメニューモードで調理中はグリルとびらを開けないでください。 

•オートメニューモードで焼き上げ後に焼き足したい場合、おずマニュアルモード（手動調理）で焼き足しを行 
って < ださい。 

• 種類や大きさの異なる魚を同時に焼かないでください。 

• 魚を一度焼さかけて消火し、再度点火して調理ずる場合はオートメニューモードでは焼かないでください。 
(魚び焼けずざてしまいまずのでマニュアルモードをお使いください。） 

♦上手に調理するために 

•オートメニューモードでは1尾の場合はグ U ル焼網の中央に置いた方び上手に焼けまず。 

• 2回連続で焼く場合に、庫内温度び高いとオートメ ニュース イッチを受け付けない場合びありまず。その場合 
は、とびらを開けて約已分待ってか b お使いいただくか、または マニュアル モードでお使いください。 

•魚の焼け具合は必ずしも一定ではなく、脂ののりかた、鮮度、保を状態によって焼さ色び薄くなったり濃くな 
つたりずることびありまず。（脂ののりびよいほど焦げやずくなりまず。） 



① 才ートメニューのメニュー表を参考に下ごしらえをしまず。臣国 

② 魚をグ U ル焼網の上に置さ、グ U ルとび b を閉めまず。 

参ガス栓を全開にしまず。 

参点火□ックつまみを左へスライドさせ点乂ロックを解除しまず。 








町ード設定 

(例） flB みみ HU 


タヴリル^き如減 


0》ィ7- 
] ン □/ ヴリル 


強め1 
標單 
弱め 


〇干物 
〇の身 
解巧 


オートメニューや焼さ加減の設定により、火力は自動的に切り替わ 
りまず。 

①オートメ ニュース イッチを押ずと姿焼ランプび点巧し、表示部に 
「 - I 匿」 び表おされまず。 

オートメニュースイッチを巧ずごとに、 

姿焼一切身一干物一消な（取り消し時はマニュアルモードでず） 

T I 



タジリル保漉き如減 I 

Q タィ7- 
] ン □/ クリル 

響 

強め' 
標準’ 
弱め J 


〇干物 
〇の身 
解巧 



の順で、各オートメニューの表示ランプび切り曽わりまず。 

点火約30秒じ(内にオートメニュースイッチを押してください。 
約30秒を超えるとスイッチを受け付けません。（焼さ加減は才 
-トメニュースイッチ操作後約90秒まで変更巧能でず。） 

③表示部の r — 」は、焼さ加減を表示していまず。「+」、「一」スイ 
ツチを巧して、焼さ加減をセットしてください。 

※焼さ加減は標準に設定されていまず。 


「+」スイッチを巧す 「+」スイッチを巧す 


I -1をめ 

I 價華 

• I おめ 


願め） 


1強め 

Si 應準) 

一 おめ」 


「-^強め 

3が至助 


r 一」スイッチを巧す 「一」スイッチを巧す 


♦設定確定（点火後、約90秒）後、焼さ加減表示ランプび消巧し 
まず。操作部のスイッチで モー ドの変更や取り消しはでさません。 
取り消ず場合は、操作ボタンで一旦消火してください。この場合 
はおず マニュアルモー ドで焼いてください。 

♦庫内温度びある程度高くなっている場合はオートメ ニュース イツ 
チを受け付けません。白白 


凸操き上げ完了 




♦焼さ上げび完了ずるとブヴーで「ピピピッ」と3回鳴ってお知らせ 
し、同時に才ートメニュー表示ランプび消巧し、表示部にり引と 
秒表示され、カウントダウンび始まりまず。 

参このとさ、焼さちのの焼さ加減を見てさ b に焼さ色をつけたいと 
さは「+」スイッチでお巧みの時間を分単位で設定でさまず。 

• roj になるとプヴーで「ピー」とお知らせし、自動消火し、点 
乂確認ランプび点滅しまず。 


リル1〇おき加減~ 


0タィマ- 
] ン □/ プリん 



強め 

標準 

弱め 



〇干物 
〇の身 
〇姿焼 



才-卜にュ- 



♦調理終了後は操作ボタンを巧して消火の状態にしまず。 

(消火の状態にちどずまではグ U ルの点火確認ランプは点滅し続 
けまず。） 

♦自動消火した b ずぐに操作ボタンを消火の状態にしてください。 
操作ボタンを消火の状態にしないとさ、表示部の表示" 0" 及び 
グ U ル調理タイマー表示ランプは約 ] 0秒後に消えるようになつ 
ています。 





下記の表はオートメニューを使った場合の調理例でず。 

下記の魚じ(外は手動調理してください。（火力と時間の目をは SB 参照） 


焼き加減（弱め）嫩リル 滿齡 HD 減 



巧》ィマ- 

コンロ/グリル 


強め1 
標華’ 
弱め’ 


(標準） 


リル攫爲き加減 


巧タィマ- 
] ン □/ クリル 


強め 
標華’ 
弱如 


(強め） 


リル^き加減 


巧》ィマ- 

] ン □/ グリル 


強が 

標準 

弱め 


姿 焼 


【ルさめの生魚 

(約已 OgJiTF )】 

さず ]〜 日尾 
ルあじ 


【中程度の生魚 

(約100 

あじ 
いささ 


吕〇 Og )】 

1〜3尾 


【大きめの生魚 

(約200 gJ ； Lh )】 


あじ 
いささ 


3〜4尾 


いわし 
をゆ 
にじまず- 


1~4尾 


C 塩漬け） 

短さんま]〜4尾 
(約] 30〜200邑） 


たい(ル）1尾 (300 gLU 下） 
きず]〜4尾 (50 gLU 上） 


たし） ] 尾(約300〜400邑） 


切 身 


【照り焼さ】 

ぶ0 
さわら 
生かつお 


【みそ漬け】 


さわら 


性魚】 

生ざけ 
さば 
さわら 
ぶり 
すずさ 
たし） 
甘だい 

陥漬け】 

甘短ざけ 
短さば 


恍おのある尉 

まなびつお 
たちラお 


干 物 


1 

4 


【小さな半生の干物】 

さんまのひらさ 
-2枚（約11 Og LU 下） 
ししやち 

-1□尾（約 25 gLU 下） 


【一夜干しのひ5さ】 

あじのひらさ' 

干しさわら 
かまずのひらさ 
干しかれい 


]〜2枚 


【大きなひらき】 

ほっけのひ b き]~2枚 


【大さめの半生の干物】 

さんまのひらさ 
] 〜2枚 m 11 Og LU 上） 
ししやち 

4〜] 0尾（約2已 gLU 上） 


お願い 


_ n -1巧め 

上記の□の魚は、特に焦げやずいので、必ず I Jgj (弱め）で設定してください。 






ポイントとお願い 


置きかた 


• 魚は頭を奥にして置いて<ださい。 

•魚を]尾焼くとさは、グ U ル焼網の中央に置いてください。 

•尾やひれは焦げやずいのでその部分だけ、充分に稳をめるか、アル S はくで 
覆ラと、されいに焼けまず。 

•厚みのある魚は中まで火び通りにくいので厚さを 4cm じ(下にしてください。 



オートメニュー 
では、 ] 尾の 
場合は中央に 
置いた方び上 
手に焼けまず。 


ルさめの魚-塩さんまについて 

•已〇邑じ(下のルさな魚や短さんまは焼き加減を「 ||」顔め）に設定してくだ 

さい。「 - 匿」け票準 ） 」 £」猫め } では焼き過ざてしまう場合びありまず。 



• 身側を下向き、皮側を上向きにしてグ U ル焼網においてください。 

•照り焼さ、みそ漬けのちのは表面び非苗に焦げやすいので必ず、焼さ加 
減を I ]|」願め } に設定してください。 （ | -]|」け票準い -] i 」 猫め } 
では表面の焦げび強 < なってしまいまず。） 

•肉厚（特に骨つさ）の魚は火び通りにくいので肉厚を 2 .已 cm じ(下にしてく 
ださい。 

•肉厚（特に骨つさ）の魚の照り焼さやみそ漬けは表面び早く焦げやずく、中 
身に火び通0に<<、オー h メニューモードではラま < 焼けないので、焦げ 
やすい皮側を下側にしてグ U ル焼網におさ、上火「強」、下火「弱」のマニュ 
アルモードで焼いてください。 

• みそ漬けはみそを洗い、キッチンペーパーなどで水気をとってか日焼いてく 
ださい。 

• 照り焼さ、みそ漬けのちのは次の場合ほど焦げやずくなりまず。 

漬けている時間び長いほど 
-魚の脂ののりび良いほど 
L •照0焼さのたれのみ0ん配分び多いほど 

* 参考照り焼きのたれの配合の割合（約30分漬ける）しょうゆ4:みりん3:酒1 



•ししやち、さんまのひらさは焦げやずいので必ず、焼さ加減を']|」（弱め) 
か「-]»」（標準）に設定してください 。 （r 1戀」（強め）では焦げび強く 


2尾の場合は 
左ち巧等に。 


1〜2切の場 
合は中央に。 


4 切の場合、 
身のラすい部 
分を外側に向 
けて、左ち巧 
称巧等に。 


なってしまいまず。） 

• 身側と皮側で裏表びある干物は身側を上向さ、皮側を下向さにしてグ U ル焼 


網にお<と魚び反らずにされいに焼けまず。 


• 干物は乾燥状態によってち焼さ色や焼け具合び変わりまず。（乾燥している物 
ほど焼けやずくなりまず。） 




ルさいみりん干しは予熱してから焼くと上手に焼けまず。 
皮を下側、身を上側にしてグ U ル焼網上に置いてください。 


ほいかた 


义力と時間の目安 



メニュー 

マニュアルモード（手動調理） 
の場台 

才ートメニユーモード 
(自動調理）の場合のス 
イッチ選択旣 



乂力 

(上义一下义） 

焼き時間 
(目安です） 

才ート 
メニユー 

焼き加減 


あじの稳焼さ 

強一強 

13 分 

姿焼 


• 

強め 

S (標準） 


いわしの稳焼さ 

強一強 

]2 分 

姿焼 


• 

強め 

I * (標準） 


さんまの稳焼さ 

強一強 

り分 

姿焼 


- 

強め 

P (標準） 


さばの稳焼さ 

強一強 

8 分 

切身 


• 

強め 

g (標準） 


さわらの稳焼さ 

強—強 

9 分 

切身 


• 

強め 

S (標準） 


鮮の切身 

強一強 

9 分 

切身 


— 

強め 

P (標準） 


ぶ 0 の照 0 焼さ 

強—強 

7 分 

切身 



強め 

標華 （弱め） 

弱め 

ク 

、ツ 

ク 

ブ 

、ツ 

あじのひらさ 

強—強 

9 分 

干物 


• 

強め 

S (標準） 

ししやちなど 

強—強 

巨分 

干物 



強め 

11 馈め） 

ク 

の 

ホ魚のかず漬け 

弱一強 

1 ] 分 




と 

白身魚の包み焼さ 

強一強 

…分 




n 

なずの肉詰め 

弱一強 

]2 分 




1 

鶏肉の塩焼さ 

弱一強 

]] 分 





焼さ魚の八ーブマヨネーズあえ 

強一強 

7 分 





ピヴ 1 ''ースト 

強一弱 

已分 





アスパラのベーコン巻さ 

強一強 

已分 

オートメニュー調理不可 


グリル’ド•バナーヌアイスク U —ム添え 

強—強 

]〇分 


大あさり 

弱一強 

8分 





厚あげ 

強—強 

7分 





焼さなず 

強一強 

8分 





焼さおにざ0 (素焼さ） 

強一強 

巨分 





焼さおにざ0 (たれ焼さ） 

強—強 

2分 





焼さちち 

弱一強 

已分 





※詳細は、クックブックをご参照ください。 



み〇ん干し（かねはざなど） 

強- 

強 

日分 


そ 

の 

他 

みりん干し（いわしなど） * 1 

強- 

強 

予熱3分 
焼さ時間]分 

オートメニュー調理不可 

さばのみりん漬け * 2 

強- 

弱 

已分 



さばのみそ漬け * 2 

強一 

弱 

8分 
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便用中に消义したとさは 


ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。操作ボタンを消义の状態にちどさない場合、1分毎にブザーび「ピ 
ピッ」と已回鳴って、お知らせしまず。ただし、他のパーナーを使用中は、ブザーは鳴りません。 


天ぷ5油過熱防止機能が作動 


消し忘れなどによって起こる調理油の異苗過熱時に自 
動消火しまず。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴って点火 
確認ランプの点滅及び表あ部に数字でお知らせしま 

す。知巧 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※なべや油び大変熱くなっていまずので、やけど 
にじゅラぶん注意して、水を入れたなべや水に浸 
した巧などで温度センサーを;令やしてか b 点火ず 
る。 


焦げつき消义機能が作動 


煮ちのなどで水分びな<なり、なべの底び焦げつさは 
じめると自動消火します。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴って、点火 
確認ランプの点滅及び表示部に数字でお知らせしま 

す。班醒 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 


コン□消し忘れ消义機能が作動 


消し忘れを防止ずるために、点火してからの連続使用 
時間を判断して、一定時間じ(上になると自動消火しま 
す。（標準バーナー.強火カバーナー約2時間） 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、点火 
確認ランプび点滅及び表示部に数字でお知らせしま 
す。班醒 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 


乾電池が消耗 


乾電池の容量び全<な<なった場合、自動消火しまず。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、電池 
交換サイン（ランプ）び点な、点火確認ランプび点 
滅してお知 b せしまず。 Efi 白白 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

※乾電池を交換してください 。 flU 


立消えを全装置が作動 


煮こぼれなどで火び消えると、ガスを自動的に止めま 
ず。（ガスび止まるまで少し時間びかかりまず） 
※ガスび止まると同時にブヴーび「ピー」と3回鳴っ 
て、点火確認ランプび点滅及び表示部に数字でお知 
らせしまず。班班 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※周囲にガスびなくなったことを確認し、グ U ルの 
場合はグ U ルとびらを開け空気を入れ曽えて、立 
消え安全装置（炎検知部）の巧れをふさ取ってか 
ら点火ずる。 

r --立消え安を装置（炎検知部）に水滴や煮こ 

お願し1 ぼれびつくと、点义しにくくなりまず。水 

I 滴や煮こぼれはふき取ってください。 

•立消え安を装置（炎検知部）に硬いちのを 
ぶつけないでください。まびったり、変お 
し点义しにくくなりまず。 



立ミ肖えを全装置(炎検知部) 


グリル過熱防止センサー作動 


魚などの調理物を入れないでか b 焼さした場合など、 
グ U ル庫内の温度び異萬に高<なった場合に自動消火 
します。また、連続で使用した場合にちグ U ル過熱防 
止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、表示 
部に数字でお知 b せし、グ Uj レ点乂確認ランプび点 
滅しまず。抑阳 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※グ U j レ庫内の温度びある程度下びるまで使用でさ 
ません。約3分待ってから点火操作をしてくださ 
し)。 








CZ > 電池交換サイン（乾電池の交換時期をランプにてお知5せします。) 


■この機器は天ぷら油過熱防止機能、コン□消し忘れ消火機能などの制御やコン 
グ U ル点火確認ランプの点な、グ U ル調理タイマーなどの制御をずるために乾電 
池を使巧しています。 

■乾電池の交換時期をお知らせずる電池交換サイン（ランプ）びついていまず。 
♦点滅……新しい乾電池を用意して<ださい。 

♦点な……新しい乾電池と交換して<ださい。 

電池交換サイン（ランプ）び点なずるとコン□バーナーとグ U ルの機器 
すべてび使用でさなくなりまず。操作ボタンを巧し点火してち安全のた 
め手を離すと消火ずるよラになっていまず。電池交換サイン（ランプ） 
び点巧したら、新しい乾電池と交換して<ださい。 

r •乾電池は単 1 形アルカリ乾電池をご使用ください。 

お願い • 乾電池び正しくセットされていなかったり、乾電池の容量びなくなっ 
たとさは、点なしません。 







お手入れのしかた 



么注意 


〇 


■点検-お手入れは、ガス栓を閉め、機器び;ちえ 
てから手袋をはめて行う 

•やけどや器具の角などでけびをする原因になり 
ます。（グ1」ル庫内-排気□-バーナーまわり 
は特にを意してください。）また、お手入れす 
る部品な外は、はずさないでください。 

•機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 
•点検-お手入れ後は、機器およびグ1」ル庫内にふさん’ 
紙類などを置さ忘れていないか確認してください。 

■お手入れ時は、パーナーキャップ（上部•下部） • 
ごと< • グリル排気□カバー-グリル部品（グ 
リルとび5-グリル焼網-グリル皿受け-グリ 
ル皿•下义カバー）は取りはずせます。それ LU 
外の部品は絶対に取りはずさないでください 
♦取りはずした部品は r 機器の設置」10、「お手入れのし 
かた」頭を参照して取り付けてください。 


-ご使用上支障びない場合でち、不慮の事故を 
防ざ、安むしてより長くご使用いただくため 
に、年1回程度の定期点検をおずずめしまず。 
※定期点検を受ける巧び不明の場合や、点検費 
用などについてはお買い上げの販売店、また 
はちよりの当社事業所にお問い合せくださし、。 


曰常の点検 


参機器周辺に燃えやずいちのび置いてありませ 
んか。 

参バーナーキャップは正し<セットされていま 
すか。 

♦グ U ル皿に脂びたまっていませんか。 

♦グ U ル庫内び脂でミちれていませんか。 

参ゴム管の接続は確実でずか。 

•ゴム管は傷んでいませんか。 

♦立消えを全装置（炎検知部）-温度センサーび 
ミちれていませんか。 

♦バーナーの炎□び煮汁などでつまっていませ 
んか。 


お手入れの道具と洗剤について 


c お手入れの手順•ポイント^ 

①手袋をしまず。道具-洗剤を用意しまず。 

③洗剤は、「台所用」「住居用」などの用途や、液性（中性•弱アルカ U 性•弱酸性）を確認してミちれにあったも 
のを遇びます。道具-洗剤-食器洗い乾燥機の取扱説日月書や注意をよ<読み、使えるか確認しまず。まず、道 
具や洗剤を目立たない部分で試してか5、使巧してください。 

③ スプレーで洗剤を直接かけず、スポンジや巧に含ませてから使用しまず。 

④ 水洗いした後は、必ずふさ取り、水気や洗剤を残さないよラにしてください。 

参守らないと、機器や部品表面のはびれ-欠け•変色•変質-さび-割れ-キズの原因となりまず。 


使ってよい道具’洗剤 

變參自飾肿醒 

スポンジたねしやわらかい歯ブラシやわ5かいな (野菜•食器洗い用） 

参巧-スポンジたわし、歯ブラシに水や台所 
用中性洗剤を含ませてふいて、その後乾い 
た巧で水気をふき取ってください。 


使ってはいけない道具-洗剤 

修^^ 鑛&の 

金属たわし硬いブラシ^ナイ□ンたねし亀の子たわし 

♦硬いため、部品-グ U ルとび b ガラス-ホー□一や塗装 
の表面にキズびつさまず。はびれ-欠け•変色•変質- 
さび- 割れの原因にな0まず。 

4 

ク就 丈 

罔 / 

圍〇 

* びさ粉スポンジたねし雲面(硬い） 

参スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち付着していまず。 
♦研磨剤で、部品-グ U ルとびらガラス-ホー□一や塗装 
の表面にキズびつさ、はびれ-欠け•変色•変質-さび- 
割れの原因にな0まず。 

.警如 

参基本的に使ってはいけません。表面の変質 • キズ • 変色- 
さびる場合びありまず。 

♦ちし使ラ場合は、「お手入れの手順•ポイント」を守っ 
て使ってください。 ただし 、機器表面や前面パネルには 
絶巧に使用しないでください。 

日 n きでレヵ'」性' 腔 維；でン ジン' 09 

参部品やホー□一 -塗装の表面び変質し、はびれ-変色- 
さびの原因にな0まず。 

1 

7プレ-ぶ Ml 

参機器内部に洗剤び入ると、電モ部品に付着して作動不良 
や、腐食して故障の原因になりまず。機器に直接かけず 
に、必ず巧に含ませてか b お手入れしてください。 


♦上記記載の使ってよい道具-洗剤 LU 外の道具や洗剤ち使用しないでください。 








lEI 


をえてから 


〇 


使用直樹ホ、トッフプレート 
のガラス面は熱<なってい 
ます。お手入れはガラスび 
:令えてから行って< ださい。 


表面びミちれたら、そのつど台所用中性洗剤（野菜’食器洗 ^^1, , C - 八、、み -\ 

い用 } や水を含ませたスポンジたわしや巧などのやわ日 f ? すち 

かい物でふき取りその後乾いたふきんでふいてください。/ -^ /丄,。、 - 

♦煮こぼれなど、そのままにしておくとこびりついて取使用直後は、トッフプレート 
れなくなります。ご使用のたびに、こまめにふいてく スて芝/1^^ ■■ のガラス面は熱くなってい 

ださい。 ス y ます。お手入れはガラスび 

参ミちれのひどいときは、乾いた巧に中性洗剤をつけてふさ取り、をラー度めれみさん、 ：令えてから行って<だホい。 

乾いたふきんの順でふいてください。 ^-^ 

•ミちれびこびりついたときは、ミちれたところにク U —ムクレンヴーをつけてラップでこすると、取りにくいミちれもよく落ちます。 
ただし、ふさ取りの際、バーナー U ングにク U —ムクレンヴーびかか日ないよラに気をつけてください。バーナーリングの 
塗装部分の色び薄<なったり、光ミ尺び変わることびあります。また、ガラス表面の模様び薄<なったり、光ミ尺びな<なるこ 
とびありますので、ク U —ムクレンヴーの常用は避けてください。 

• ドライバーなど先の鋭いをのやみびさ粉などを、ガラス面及び、バーナー U ングの塗装部分を傷つけますので使わないでくだ 
さい。 

•バーナー U ング周辺部にミちれび残る場合は、液体（クリーム）クレンヴーを棒につけてふさ取ってください。 

参当社別売のガラストップ専用ク1」ーナーおよび、推奨品のスクレーバー（焦げつさそぎ取り用）をお使いいただくと上手に 
お手入れびでさます。おホめの場合は、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所に連絡してください。また、スク 
レーバーは、お近くのホームセンターなどでお買いホめください。 

※必ずガラス面のみにお使いください。 

{ トッププレート（ガラス面)にはまをに関するを意ラベルが張り付けてありまず。ちれたり読めなくなったときはやわ6か 

お願いい巧などでちれをふき取ってください。また、お手入れの際にははびれないようにごを意ください。もしはびれたり読めな 
i j くなった場合は、お買い上げの販売店、またはもよりの当社事業所で新しし、ラベルを再購入のうえ、張り替えてください。 


广 X 

お願い 


使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわし 
でお手入れをする。（取りはずしてお手入れびでさます。）ミちれび落ちにくい場合は、 
台所用中性洗剤や水でミちれた部分を湿 b せ、しばらくしてからスポンジややわら 
かい巧でふき取ってください。 


>グリル皿の取り付け 

グ U ル皿の「テマエ」刻印を手前にし 
て、グ U ル皿受けにグ U ル皿びしっか 
り入るよラにセットしてくださし、 


グ I 」ル皿 


「テマエ」刻印 


グ I 」ルとびら 



>グリルとび5の取りはずしかた 

1. 巧さえパネを♦①の方向に下げる。 

2. グ U ルとびらをグ③の方向にたおす。 


グ U ルとび5 


グ I 」ル皿受け 


セットした巧態 




r .グリル皿は、ちれたまま使 にはまっていなぴ 

お願し、用しまずと、こびりついた脂 確認する 。、义 
I ちれがとれにくくなりシミ ^ 

が残ったり、発义ずることび 州ル皿受け 

押さえパネには、変おしてもどらなくな 夕^^ ,® 

るほど必要に(上に力を加えないでくだ ルとびら 

さい。変おしてしまうとグリルとび5び 
正しく取り付け6れなくなって使用中 \>- 

にはずれる場合びあり、やけどやけび①原因となりまず。 

グリル皿はクリアコート加工されており、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用) 
L ソがの洗剤-みびき粉-硬いものでお手入れをずると、グリル皿のクリアコート 
がはびれたり、シ5•変色の原因となりまずので使用しないでください。 

グリル皿にシワ状の模様や一部黒ずんで見える場合びありまずび、性能上全く問 
題ありません。 


押さえバネ 


•グリルとび6の取り付けかた 

1.グ U ル皿受けのツメ 2個所をグ U ルと 
びらの角巧にはめ込む。一① 

吕.ソ③の方向にグ U ルとびらを回転させ 
る。巧さえバネびグ U ル皿受けに確実 
にはまつているり、 

確認する。ツメ 


グ I 」ル皿受け 


下火カバー- 


グ I 」ル皿 

グ I 」ルとびら グ I 」ル焼網 


※巧れたらそのつどやわらかい巧で 
ふさ、お手入れをする。 

•ミちれび落ちにくいとさは、台所用 
中性洗剤婚菜-食器洗い用）で 
ミちれた部分を湿らせておさ、水を 
含んだ巧でふさ取る。 


r X 

お願い 


みびき粉-硬いものでお 
手入れをずると、ガラス 
にキズびつさ割れる原因 
になりまずので使用しな 
し、で < ださし、。 





ごと < 


♦使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわしでお手入れをする。（お手入れをしないとミちれ 
び焼きつくことびあるので、こまめにお手入れしてください。） 


汚れびひどかったり、こびり付さびとれないとさは？ 

• 台所用中性洗剤をミ居だた水を含ませた紙や巧で湿らせ、そのまま置いておいたり、またつけ置さしておくとミちれび浮さあびっ 
てさます。また、煮洗いするとさらにミちれを落としやすくなります。最後に水洗いし、水気をふさ取ります。 


それでちミちれびとれない場合は、じ TF の方法で巧れを落としまず。 

※ただし、これ b は基本的には使ってはいけないものです。表面にキズびついたり、変色•変質することびあります。目立たな 
い部分で試してからお使いください。 

.重曹を水でめらしたスポンジや歯ブラシにつけて、巧れを落とします。また、重曹を溶かした水につけ置さした後、ミちれを落 
とします。それでちミちれび取れない場合は、そのまま30分ほど煮込むとミちれを落としやすくなります。残ったミちれは、割ば 
しやへラを使ってこすり落とします。その後水洗いし水気をふさ取ります。 

•弱アルカ U 性洗剤-歯みがさ粉-ク U —ムクレンヴーをスポンジにつけて、ミちれを落とします。 


ごとく \ 



ップ 


目づまりしていたら、炎□をブラシや針金などで掃除をする。 

お手入れ後は正しくセットし、正常に燃焼することを確認してください。 

•バーナーキャップの表面•バーナー 
本体（黒い部分）を台所用中性洗剤 
(野菜-食器洗い用）がの洗剤で 
お手入れをずると黒い部分びはびれ 
ることびありまず。万一はびれた場 
合でちそのままご使用いただいて問 
題ありません。 

•パーナーキャップの上部と下部を分解しなしでください。 

• 煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 



バーナーキャップ下部 


立消えき全装置(炎検知部)•点义プラグ•温度センサー 


ミちれや水気をやわ b かい歯ブラシなどで落と 
す。（ミちれや水気びついていると点火しにく 
<なります。） 

温度センサーをお手入れするとさは、温度セ 
ンヴーに片手を添えて、かたくしぼった巧で 
温度センサーの頭部および側面の巧れをふさ 
取ってください。 


温度センサー 


点火プラグ 

.やね5かい歯ブラシ 



立消えを全装置(炎検知部） 


硬いブラシでお手入れをしたり、立消え安全装置（炎検知部）•点火プラグ‘ 
温度センサーを傾けたりしないでください。点乂不良や立消えの原因に 
な0まず。 


ッププレート枠 


•ミちれたら、そのつどやわ b かい巧でふいてください。ミちれたまま放置する 
とシ5びのこったり、ミちれび落ちにくくなる原因となります。ミちれび落ち 
に<いとさは、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）でミちれた部分を湿ら 
せておさ、水を含んだ巧でふいてください。 

•漂白剤、強アルカ1」洗剤を使用すると、変色•変質することびありますの 
で使わないでください。 


グリル庫内 


使用後はそのつど、やわ6かい巧やスポンジでふさ取る。 

脂ミちれは台所用中性洗剤や水を含ませたやわ b かい巧やスポンジでふさ取 
ります。 

乾いた巧で仕上げをずる。 


機器表面-前面パネル 


♦台所用中性洗剤埋?菜•食器洗い用） 
を含ませたスポンジたわし-やわら 
かい巧でふさ、お手入れ後は乾いた 
巧で水気をふさ取る。 


お願い 


スプレー式洗剤は使用し 
ないで<ださい。機器前 
面などか6内部へ洗剤び 
入りまずと電子基板の誤 
作動や部品の腐食などに 
よ0機器び損傷ずる場合 
びあ0まず。 

印刷-塗装面にもアルカリミ先剤やス 
プレー式洗剤、みびき粉-金属たわ 
しなどは使わないでください。表面 
にキズびついたり、前面のパネルの 
変色や A ガレの原因になりまず。 








A 警告 


■使用中に異常を感じたときはずぐに使用を中止ずる 

あわてずガス栓を閉めてください。 


〇 


調べてみると故障でない場合びよくありまず。修理を依頼ずる前に、もう一度チェックしてくださし)。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
•点义しにくい 
-放電しない 
•点义してちずぐ消える 
-手を離すと消义ずる 

参ガス栓を全開にしていまずか？ 

12,2己 

• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （LP ガスをご使巧の場合） 

一 

♦ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一番など） 

^点火操作を繰り返してください。 

♦バーナー炎□びつまっていませんか？ 

36 

♦点火プラグ、立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキャップび 
めれた0、ミちれた0していませんか？ 

8-36 

•J (ーナーキャップび正し < セットされていまずか？ 

8 -10 

参アルミはく製しる受け皿を使巧していませんか？ 

与使巧しないで < ださい。 

6 

♦乾電池び正し<セッ h されていまずか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

10-33 

参点火□ックを解除していまずか？ 

12. 2已. 
27 

♦操作ボタンを強めに数秒間押していまずか？ 

参素早い操作では点火しない場合びあ0まず。 

参ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

41 -42 

♦ゴム管び折れ曲びった0、つぶれたりしていませんか？ 

^ゴム管の折れ曲びり、つぶれを直してください。 

6-11 

♦ガス栓のヒューズび作動していませんか？ 

^機器を接続しているガス栓びテースにン□用であることを確認する。 

11 

参温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはたらいて消火した場合、温度センサーの温度び下び 
るまで点火してちずぐに消火しまず。 

与水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

32 

♦グ U ルは着火までに時間びかかりまず。操作ボタンを強めに数秒 
間巧し続けて < ださい。 

2已 -27 

② 炎の状態びおかしい 
• 炎び安定しない 
• 炎び黄色い、赤い 
- 異甫音をたてて燃える、消 
无る 

• 炎び均一でない 
•使用中、炎び消える 
- なべにずずびつく 
- 消火後、数秒間炎び出てい 
る 

♦バーナー炎□びつまっていませんか？ 

36 

♦点火プラグ、立消えを全装置（炎検知部)、バーナーキャップび 
めれた0、ミちれた0していませんか？ 

8-36 

参バーナーキャップび正し<セッ h されていますか？ 

8-10 

参アル S はく製しる受け皿を使用していませんか？ 

与使巧しないで < ださい。 

6 

♦ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

41 . 42 

♦グ U ル使用時にコン□を使用ずると焼物の稳分（ナト U ウム）や 
カルシウムび燃えて、炎びホくなることびありまずび、異常では 
ありません。 

一 

参火力調節つまみをゆっくり操作していまずか？（コン □) 

12 

•風び吹さ込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

8-11 

♦加湿器を使用ずると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホく 
なることびあ0ますび、異常ではありません。 

一 

♦バーナーの炎は点火プフグ、 AA 消ス安全装置、ごと <部分などで、 
炎び短くなっていまず。異常ではありません。 

♦消火操作後数秒間コン□ノ（ーナー炎□か b ノ」\さな炎び出ることび 
ありまずび、バーナー内に残った微量のガスによるちので異萬で 
はありません。 






こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑨ 使用中ゃ消义後に音びずる 
-「ポン」と音びずる 

♦コン□バーナー使用後に「ポン」といラ火の消えた音びしまずび、 
異常ではありません。 

12 

-キシ=音びずる 
- 「シャー」と音びずる 

♦点火後や消火後にキシ S 音びでまずび、過熱や;令却されるとさに、 
金属び膨張収縮して起こる音で、異萬ではありません。 


• 「カチッ」と音びずる 

♦コン□バーナー使用中「シャー」と音びでまずび、燃焼ずるガス 
の通過音で、異常ではありません。 



♦グ U ルの火力び切り替わるとさ、「カチッ」と音びしまずび、グ 

U ルの火力の切り替えをずる電磁弁び作動ずる音であり、異常で 
はありません。 

26 

④点义ずると他のバーナーち 
放電ずる 

参他のノ（ーナーち同時に放電しまず。異常ではあ 0 ません。 

12 • 2 已 

⑥ パーナー本体び変色ずる 

♦炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体び変色ずることびありま 
す。使巧上問題あ 0 ません。 

一 

⑥ ガスの臭いびずる 

参ゴム管びひび割れたり、巧びあいていませんか？ 

已 


参ゴム管び確実に接続されていまずか？ 

已 • 11 

⑦ コン□パーナー使用中に… 

♦なべのお状やな質び適していまずか？ 


-調理中に消义ずる 

参なベ底び凹凸していませんか？ 


- 自動消义しない 

♦なべ底や温度センサーびミちれていませんか？ 

9-13 

•点义してちずぐ消える 

♦油の量び合っていまずか？ 


• 义力び変わる 

♦か b 焼さに近い調理をしていませんか？ 


• なべ底びひどく焦げついて 
消义した 

•±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつさ消乂機能び働き、消乂することびあります。 

づ再度点乂してご使用 < ださい。 

13 


参;令ま食品や;令ましたなべをそのまま調理していませんか？ 

与解凍して再点火してください。 

一 


参カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理 
していませんか？ 

^焦げつさびひどくなる場合びありまず。 



♦火力を中火や弱火にして使巧した場合、調理によっては焦げつさ 
消火機能び作動して途中消火ずる場合びありまず。 

^再度点火してご使用ください。 

22 


♦カレーやシチューの再加熱でずか？ 

与水を加え弱火でよラずを見なび b 調理してください。 



参フライパンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 



参圧力なベや無水なベを使用した料理、フライパンを使用したとりの 
ちち焼さなどは焦げつき消火機能び働き、消火する場合びあります。 
^再度点火してご使用ください。 

21 - 22 


参なベの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えまず。 

強火 W 弱火を繰り返し、この状態び 30 分間続くと消火しまず。 



参温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはた b いて消火した場合、温度センサーの温度び下び 
るまで点火してちずぐに消火しまず。 

与水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてくだ 
さい。 

32 

⑥ 湯ねかしモード使用しても 

♦なべの形状やな質び適していまずか？ 


- お湯びめるい 

♦なべ底び凹んでいませんか？ 

9 • 13 • 

• お知5せび遅い 

♦±なべや耐熱ガラスなベを使用していませんか？沸とラ前に検知 
する場合びありまず。 

19 




こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑥湯わかしモード使用してち 
-お湯びめるい 
-お知らせび遅い 

♦水の量は適切でずか？ 

与標準バーナー：水量已 OOmC 〜2 fi び適切でず。 

強火力 y (—ナー：水量 500mfi ~ 3 C び適切でず。 

9 • 13 • 
19 

参薄手のなべを使っていませんか？ 

^消火ずる場合びありまず。 

参加熱中になべを動かしたり、水をかさミ屋ぜたりしていませんか？ 

♦一度わかしたお湯（70でじ(上）を再び湯わかしモードでわかず 
と1 00° C よりほめで沸とラしたと判断ずる場合びありまず。 

⑨上手に炊飯-おかゆびでさ 
ない 

-ふさこぼれる 
-ごはんび固い 
-ごはんびやわらかい 
-ごはんび焦げる 

♦炊飯に使巧したなベのお状やな質び適していまずか？ 

14.15. 

16 

♦米の量、水の量、浸しおさ時間は正しく計っていまずか？ 

•銘柄や産地、保を期間により出来映え、食味び変わりまず。 

参無洗米を使っていまずか？ 

^1、2度洗米し、3%ぐらい多めに水をいれて、必ず浸しおさを 
して炊飯してください。 

♦よく洗米しましたか？ 

^めか分び残っていると焦げやずくなります。 

参炊飯途中にふたを開けませんでしたか？ 

♦むらした後、ごはんをかさミ屋ぜていますか？ 

•おかゆの場合は、ふたをずらずなどの工夫び必要でず。 

参火力を炊飯位置に正し<調節していまずか？ 

⑩調理中に消义ずる 

参長時間使っていませんか？ 

^消し忘れ消火機能び作動しました。再点火してください。 

22-23 
2已 -26 
32 

♦コン□調理タイマーまたはグ U J レ調理タイマーび終了しました。 

^再点乂してください。 

♦グ U ル過熱防止センサーび作動した場合は、約3分待ってから使 
巧して < ださい。 

⑩グリル使用時 
-焼けずざる 
-焼け足りない 
-巧けムラ 
-煙び出る 

•食材に合った火力調節をして< ださい。（オートメニューの場合、 
焼さ加減設定をして < ださい。） 

26.28.29 

30,31 

♦脂の多い魚などを焼くと煙び多く出るため、排気□じ(外からち煙 
び出る場合びありまず。 

23 

♦はじめてグ U J レを使ラとさグ U J レや排気□じ(外から煙や臭いびで 
ます。グ U ルには加工油を使っておりその油を焼さ切るためで異 
常ではありません。 

♦しっかり解凍していますか？ 

24 

参みそや巧は取ってから焼いていまずか？ 

♦魚の置さかたは合っていまずか？ 

参稳加減は良いでずか？ 

⑩表示部の数字びかってに消 
えたり、ついたり、切り替 
わる 

•バ1 1ル使用中です 

•マニュアル（手動調理）は自動消火までの残り時間を分表示し、 
自動消火30秒前からは秒表おしまず。 

• オートメニューモード（自動調理）は焼き加減を「 - 表おし、 

自動消火30秒前からは残り時間を秒表おしまず。 

18- 19- 
26-28 

♦コン□調理タイマー使用中は設定時間終了 30秒前になると分表 
示か日秒表示に切り替わりまず。 

♦湯わかし自動消火機能使用中はタイマー設定後約 ] 0秒後に表示 
部はいったん消巧し、沸とラずると設定時間び表示されまず。設 
定時間終了 30秒前になると秒表示に切り替わりまず。 




こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑩表示部の数字びかってに消 
えたり、ついたり、切り替 
わる 

♦コン□調理タイマーや湯わかし自動消火機能とグ U ルを同時にお 
使いの場合、グ U ル調理タイマーの設定時間び優先して表示され 
ます。グ U ル使用中にコン□調理タイマーや湯わかし設定をした 
り変更ずる場合は、約10秒の間に設定してください。約10秒 
を超えると自動的にグ U ル調理タイマーの表示に切り替わりまず。 

20 

⑩ブザーび鳴った 
•数回鳴った 
-鳴り続ける 

♦安全機能び作動していまず。 

与確認してください。 

41- 42 

♦乾電池び消耗していまず。 

^新しい乾電池と交換してください。 

… .32.33 
41.42 

♦消火の状態で操作ボタンび巧されていまず。 

^操作ボタンを消火の状態にちどしてください。 

2-32 

参部品び故障していまず。 

^ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはちよ 
りの当社事業所にご連絡ください。 

41 -42 

⑩ ホいランプび点滅ずる 
- 電池交換サイン（ランプ） 

- 操作部のモードランプ 
•コン □- グリル点火確認ラ 
ンプ 

♦乾電池の交換時期び近づいていまず。 

与新しい乾電池を用意して<ださい。 

32-33 

♦自動消火した後、使用したコン□またはグ1」ルの操作ボタンを消 
火の状態にをどしましたか？ 

づ操作ボタンをちどさないと電池び消耗します。 

12-26 

28-32 

♦点火操作時「パチパチ」と放電ずるととちに、電池交換サイン（ラ 
ンプ）またはコン□-グ U ル点火確認ランプびラずく点滅するこ 
とびありまずび、故障ではありません。 

一 

® 部品び変色ずる 
• 表面び変色ずる 
• ごとくび変色ずる 

参酸性やアルカ U 性洗剤を使用していませんか？ 

34 〜 36 

♦ごと<先端は、炎び当たり白<ざらざ b になることびありまずび、 
使用上問題ありません。 


♦炎の熱や、煮こぼれにより変色ずることびありまずび、使用上問 
題ありません。 


® グリル皿にシワ状の模様び 
見える 

-グリル皿び一部黒ずんで見 
无る 

参加工上で発生ずるちのであり、機能 • 性能上全<問題ありません。 

3已 

⑩グリルのみ使用してをトッ 
ププレートび熱<なる 

•グ U ルのみ使用してちグ U ルバーナーの炎や排気の熱によりトッ 
ププレートは熱くなりまず。使用中-使用後しばらくはトッププ 
レートに触れないよラ注意してください。 

一 


なお、異常のあるとさやおわかりにならないとさには、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連 
絡ください。不完全な処置は事故のちとになりまず。 




故障かな？とおった 6 


表示とブザーについて 


ブザー音 

揚げもの-炊飯-タイマー、操作部のランプ 

护認ランプ啤义ク. 。り,-，" な 命 帮 器の 柳。 巧 
標勒\—卜•クリル） 嗎 @ 品 漏 。化。 爲 
電池交換サイン（ランプ） 。抛 OM 

つ、ゾロ-パ 111 し 〇ク リルを 查 m ] 〇干物 

- ノ^ ノ り か"阳身 

表示音 [5 細 H 。 U 顧 OS 廣 

(交互に点滅） 。夕 む 

部位 

ピー已回 

巧 》 A 点滅 

が一 


標準バーナー 

巧 》 AA 点滅 

-ゴ 

強火カノ（ーナー 

巧 》 A 点滅 

バー 


標準バーナー 

巧 》 AA 点滅 

-ゴ 

強火カノ（ーナー 

ピー3回 

巧 》 A 点滅 

一 


標準バーナー 

巧 》 AA 点滅 

-ゴ 

強火カノ（ーナー 

巧 》 A 点滅 

/，'一 


標準バーナー 

巧 》 AA 点滅 

-ゴ 

強义カノ（ーナー 

み 電池交換サイン点な 


標準ノ く ーナー 
強火カ バーナー 
グ1」ル 

点滅 

(‘ . 99 (1 •'V " 

/ C 一-！:, 

グリル 

点滅 

1 ! 一 _ 二 1 

グリル 

こ感) •《< 点滅 

S ’? 一 - 5 

グリル 

巧 》 A 点滅 

GG — 

- 1 

標準バーナー 

- 3 

強义カノ（ーナー 

巧 》 AA 点滅 

ピー1回 
(約2秒） 

(ちコン□び標準パーナーの場合） / (をコン□び標準パ’ーナーの場合） 

タイマ_をぎ くを よ、ホ/ 夕巧-ぶぎ 巧か A よ、ホ 

ゴバ 左 ご 、：， 点滅/ ゴバが = 点滅 

.. ク1」ルを使用し 
// ていない場合(約 

10秒後に消打） 

標準バーナー 

(左コン□び強火カバーナーの場合）/ (ちコン□が強火カパーナーの場合） 

タィマ-寧 ：•が 顾ち谎 ! ぅか 霉;. ぎ AAA 占滅 

“ グ U ルを使用し 

// ていない場合(約 

>— f 10秒後に消な） 

強火カノ くーナー 

こ 風 ♦< 点滅 点: 0 リル 〇焼き加減 

“ n" (約1日砂後に 

U 消打） 

グリル 

おかゆ0 . (使用した炊飯モードの 

ごは 巧を： '•、な Ah ランプび点滅） 

"' - ^ 点滅例：ごはんモード使用の場合 


標準バーナー 

(もコン□が標華パーナーの場合）/庙コン□び標華パーナーの場合） 

“ グ U ルを使用し 

// ていない場合(約 

10秒後に消打） 

標準バーナー 

庶^/ 就か 難： 巧が A 点滅 

(左コン□が強义カパーナーの場含） / (ちコン□が強火カバーナーの場含） 

“ グ1」ルを使用し 

// ていない場合(約 

>— f 10秒後に消な） 

強火カノ（ーナー 

訊かし! 1； 谭点滅/'就かし! 1： :谭嶽点滅 

ブザーび鳴り 
続ける 
(約8秒） 

巧が 点滅 

つな… 

"が一 

3 r お 

- 1 

標準バーナー 

巧》 AA 点滅 

* 3 

強义カノ（ーナー 


•S 

グリル 

巧》 AA 点滅 

バー 

- 3 

強义カノ（ーナー 









内 容 

原 因 

処置と再使用時のま意 

参照 

ぺージ 

天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消义機能作動 

天ぷら油の過熱-焦げ 
っさ 

参 r 故障かな？と思ったら」の「こんな場合は」の⑦を確認する。 
•やけどにを意して再点火を行ラ。 

参天ぷ b 油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のまま 
の状態)は、点乂してち手を離すと消火する場合びあります。 

22-32 

温度センヴー過熱防止機能作 
動 

消し忘れによる過熱- 
から炊さな ど 

参 r 故障かな？と思ったら」の r こんな場合は」の⑦を確認する。 
参やけどにを意して再点乂を行ラ。 

•温度センサー過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のまま 
のが態)は、点义してち手を離すと消火する場合びあります。 

32 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え-煮こぼ 
れした場合-点火しな 
かった場含など 

• 「故障かな？と思ったら」の「こんな場合は」の①、③ 
を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

32 

点火時に着火しなかった 

電池交換サインのお巧 b せ 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換して < ださい。 

10-33 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え-点火し 
なかった場合など 

• 「故障かな？と思ったら」の「こんな場合は」の①、③ 
を確認する。 

•グ U ルとびらを開け、空気を入れ替えてから再点乂を行 
ラ。 

32 

点火時に着火しなかった 

グ U ル過熱防止センサーの作 
動 

グ U ルのから焼さ•消 
し忘れ-連続して使用 
した場合-みない食材 
など 

•操作ボタンを押してをどし、約3分グリル庫内が冷える 
のを待ってから再点火を行ラ。 

•作動中（グリル過熱防止センサーび高温のままの状態） 
は、点火してを手を離すと消火します。 

23.24 

32 

コン□消し忘れ消乂機能作動 

使用開始か b 約2時間ま 
たは設定した時間び経過 
し、自動消火しました。 

•操作ボタンを巧してもどす。 

•続けて使用する場合は、再点火を行ラ。 

22-32 

コン□消し忘れ消火機能作動 

センサー解除モード終了 

約3日分び経過し自動 
消火しました。 

•操作ボタンを押してちどす。 

21 

コン□調理タイマーモード終 
了 

設定した時間び経過し 
自動消义しました。 

参操作ボタンを巧してもどす。 

18 

グ U ル調理タイマー終了 
オートメニュー調理タイマー終了 

設定した時間び経過し 
自動消乂しました。 

•操作ボタンを巧してもどす。 

26-28 

炊飯モード：ごはん炊飯での 
むらし終了 
おかゆ炊飯終了 

炊飯モードで巧さ上がり自 
動消义しました。(ごはん巧 
飯の場合はむ日しち終了） 

•操作ボタンを巧してもどす。 

16 

湯わかしモード終了 

湯わかしモードで沸と 
ラし、設定時間保温し 
たあとに自動消义しま 
した。 

参操作ボタンを巧してもどす。 

19 

温度センサー-グ1」ル過熱防 
止センサー. 電子部品の故障 

部品び故障しています。 

•ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、ま 
たはフ U —ダイヤルにご連絡ください。 

裏表紙 

別添 
連絡先 
—見表 

センサー解除スイツチの故障 



4 お 交換部品 （お客様にて取り替え可能な消耗部品) 


♦消耗部品はし)たんできたら交換してください。おまめの場合は、当社消耗部品ぶ手入れ品の販売サイト R . STY に 
(http://www.rinnai-style.jp/) または、お買い上げの販売店にてお求めください。 


p [? □□ ぶ ■ も 

部品番号*品名番号 

希望ル売価格（税込） 

ごと < 

強火力•標準バーナー用 

青 

□10-319-000 

¥1.260 

グレー 

mo - 340-000 

バーナーキヤツプ 

強火カバーナー用 

青 

151 -331 -000 

¥2.100 

グレー 

151-357-000 

標準バーナー用 

青 

151 -333-000 

¥2.100 

グレー 

151-358-000 

グ U ル排気□カバー 

青 

0己 0-034-000 

¥ 840 

黒 

050-033-000 

グ1」ル皿 

070 -186-000 

¥2.100 

グ1」ル焼網 

□71-049-000 

¥ 892 

下义カバー（ち） 

□98- 1481000 

¥ 315 

下乂カバー（左） 

□98- 1482000 

¥ 315 

炊飯専用蓋 

RTR -03 D 

お買い上げの販売店、ま 
たはちよりの当社事業所 
へご連絡ください。 

炊飯なベ 

RTR -300 D 1 

RTR -500 

ガラストップ専用ク1」ーナー 

RBC - VG 1 

洗をキューブ（ガラストップ専用）〈推奨品〉 

(ル林製薬 ㈱ 製） 

※ホームセンターなどで 
お買いホめ < ださい。 

スクレーパー S 型〈推奨品〉 

3已 SB (オルファ社製） 


※乾電池はちよりの電気店などでお買い求め<ださい。 

(2008年12月現在の価格でず。価格-仕様は変更される場合びありまず。あ b かじめご了承ください） 
♦当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記し U 外の消耗部品やお手入れ品などを幅広<取 
り扱っておりまず。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさる部品び巧までず。 


当社製品の消耗部品ボ手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文し)ただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 


※スクレーパ ー S 型〈推奨品〉について 

-トッププレートに傷びつくおそれびありまずので、刃び痛んだ場合は、使用しないでください。 
-刃先は鋭利な刃になっていまずので取り扱いには十分に注意してください。 

-使用角度は約30°で使用してください。 




別売部品のご紹か 


•防熱板 

•設置場所で、可燃性の壁 
(ステンレス板などを張 
りつけた可燃性の壁ち 
含む）か引已 cm 、 上部 
は h ッププレート上面 
より 100cm じ(上離し 
て設置でさない場合、 
図のよラに取り付けて 
使用してください。 



参炊飯専用金 • 炊飯なぺ （旧の「炊飯に適したなべ」を参照してぉ買いまめください。) 
(お使いの場合は、必ず付属の取扱説明書をお読みください。） 

炊飯専用蓋'' .RTR-03D (3 合用）、炊飯なベ'' RTR-300m (3 合用）、 RTR-500 (已合用） 

♦クッキングプレート RCP -62 V 

(お使いの場合は、必ず付属のクックブックをお読みください。） 

-グ U ルで!-ースト、クッキーなどを調理ずるのに便利なプレートでず。 

r -別売部品をおホめの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト R-STYLE 

お願し、 ( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げ販売店にておホめください。 

I •防熱板については、この別売の指定の防熱板を必ずご使用ください。 







長期巧使用しない場合 


♦お部屋のガス栓を必ず閉めてください。（つまみのないガスコンセントの場合は、ガスコンセントからソケット 
をはずず） 

♦ガス通路部分はほこりび入らないよラに機器のホースエンドやガスコードの接続□には必ずキャップをしてく 
ださい。 

参乾電池を取0はずして < ださい。 

♦お手入れしておくと、な回使用ずるとさに便利でず。 



廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使用していまずので、大型ゴ S などで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてください。 
そのままにしておさまずと思わめ事故になることびありまず。 


アフター ヴー ビス 


修理を依頼されるとさは 

『故障かな？と思ったら』ををラー度ご覧になって確認して < ださい。それでを不具合のある場合 
や不明な場合は、ご自分で修理なさ6ずにもよりの販売店、またはフリーダイヤルへご相談くだ 
さい。アフターサービスをお申し付けの際は、次のことをお知6せください。 

(1) 製品名-ガス種類10 

に）型式の呼び（銘板表示のをの）00及び品名 M 

(3) 故障または異常の内容（できるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話番号-道順 (5) 訪問ご希望日 

保註について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障がある場合、一定期間と一定条 
件のをとに無料修理に応ずることをお約束します。（詳細は保証書をご覧ください。） 

保証書を紛失されますと無料修理期間であってを修理費をいただ<場合がありますので大切に保 
管してください。 

補修用性能部品の保有期 
間について 

補修用性能部品保有期間は、当製品の製造打ち切り後已年間となっています。（補修用性能部品 
とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

転居されるとき 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分があります。ガスの種類（ガスグループ）が異な 
る地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりますので、転居先のガスの種類を 
確認のラえ、転居先のちよりのガス事業ちにご相談<ださい。この場合、保証期間内でを、調整- 
改造に要する費用は有料となります。 

アフターサービス などに 
ついてねか5ないとさ 

お買い上げの販売店か別添の「連絡先一覧表」を参照していたださ、ちよりの当社事業所にご連 
絡ください。また、リンナイフリーダイヤル 函日 12 日- 〇已 4-321 をご利用ください。 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

•当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人情報を、 
サービス活動および安全点検活動のために利用させていただ<場合がございますのでご了承< 
ださい。 

•当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づ<義務の履行ま 
たは権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除さ、当社！;!外の第王ち 
に個人情報を開示-提供はいたしません。 




45 /仕様 







ハオ S 650 VGAS ( CM)-L 

ハオ S 650 VGAS ( CM)-R 

品 




名 

A 才 S 650 VGASE ( CM)-L 
RTE - S 65 VGAS ( CS)L 


A 才 S 650 VGASE ( CM)-R 
RTE - S 65 VGAS ( CS)R 


型 

式 

の 

呼 

び 

RTS - S 650 VGAS-L 

RTS-S 朗 0 VGAS ( G)-L 

RTS - S 650 VGAS-R 

RTS - S 650 VGAS ( G)-R 

型 


式 


名 

RTS - S 65 VAS 

RTS - S 65 VAS ( G ) 

RTS - S 65 VAS 

RTS - S 65 VAS ( G ) 

種 




類 

グ U ル付ガステーブル 

点 

义 


方 

法 

連続放電点火式 

が 

お 


ブ 

法 

高さ18日 mm (トッププレートまで） X 幅己9目 mm X 奥イ号490 mm 

質 

量 （ 

本体 

) 

] 已 .0 kg 

安 

を 


装 

置 

立消えを全装置（全バーナー)、天ぷら油過熱防止機能（標準バーナー•強火カバーナー） 
グ U ル過熱防止センサー、消し忘れタイマー（標準バーナー•強火カバーナー約2時間） 

電 




源 

DC 3.0 V (単1おアルカ U 乾電池 X 2個） 

付 


属 


品 

取扱説明書、保証書、クックプック、魚とって、ク U — 
単]おアルカ U 乾電池 （2 個)、下火カバー 

-ナー（見本)、 


使用 ガス 

使用ガスグループ 

1 時間当たりのガス消費量 

型式の呼び 

個別ガス消費量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カバー ナー 

標準 パーナー 

グリル 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

L 3 

(4 A .4 B .4 C ) 

2.73 kW 

2.27 kW 

1.92 kW 

目. 20 kW 

RTS-S 日已 OVGASi 

L 2 

(已 A .5 AN •已 B ) 

2.94 kW 

2.27 kW 

1.92 kW 

6.40 kW 

L 1 

(6 B . 巨 C .7 C ) 

2.97 kW 

2.4 己 kW 

1.92 kW 

6.80 kW 

已 C 

2.97 kW 

2 .已目 kW 

1.92 kW 

6.85 kW 

6 A 

2.97 kW 

2.1 己 kW 

1.92 kW 

6.90 kW 

12 A 

13 A 

3.9 IkW 

4.20 kW 

2.77 kW 

2.97 kW 

1.79 kW 

1.92 kW 

8.06 kW 

8.6 已 kW 

13 A 

4.20 kW 

2.97 kW 

1.92 kW 

8.6 已 kW 

RTS-S 日 50 VGAS 脚 h 

L P ガ ス 用 

4.20 kW 

2.97 kW 

1.99 kW 

8.6 己 kW 

RTS-S 日 50 VGAS;h 


(本仕様は改良のためお知日せせずに変更ずることびありまずので、ご了承ください) 







製品についてのお問い合わせは I 

本 社が日 2(3 目 1)8211 T 4 日4-日如3名ち屋市中川区福住町2番2色号 

関東ま社な 日 3(3471)9047 門4 日-日 0 日 2東京都品り I 区東品 j 111 - 目-白 
東京支店な 日 3(3471)9047 T 140-0 日日 2東京都品川区東品 リ|1 - 巨- 6 
北関東支店が48( 目 日 7)4321 〒331 -日 811さいたま市北区吉野町 1 T 目39目-1 
東関東支店巧 日 43(273)33 目日 〒2 目 1 •日 02 目 千葉市美 お 区幕張西 2 T 目 7—] 

南関東支店な 日 4日 (320)3051 〒推 1-08 日目 横お市神奈川区三ツ;尺上町4番1日号 
東北支社な 日 22(238)831 日〒984- 日日の 仙台市若林区卸町東 1 T 目己一己 


札幌支店が 11(2 引)2已〇目 
新漏支店な日2日に 47) 目日10 
中部支社な日日 2(3 目 3)8 日01 
関西支社な日日(日 786)3601 


〒日目 0-0031 札幌市中央区：!ヒー乗東 2 T 目 
巧己 0-08 日4新漏市東区紫竹 3 T 目]-74 
〒4己 4-08 日2名ち屋市中り I 区福住町2塞26号 
〒日日 0-001 4大阪市西区:]ヒ堀江 3 T 目 1 日番21号 


広島支店巧日 82(277) 日131〒733-0833広島市西区商エセンター 3 T 目4塞21号 
高松ま店な日 87(821)80 日日〒7目 0-006 目高松市福岡町 2 T 目 1 ] 番巨号 
九州支社な日 92(281)3234 〒81 2-002 目福岡市博を区ち門戸町2塞3号 


修理についてのお問い合わせは〕 

函0120 -054-321 



S 6 已 0 VGAS -31 AX 03 (00) 
XD -23 © Q 

06000005127800 





